


　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
つ
つ
が
な
く
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
27
年
９
月
に
市
長
に
就
任
し
２
度
目
の
お
正
月
を
迎
え
ま
す
が
、
こ

の
間
一
心
不
乱
に
職
務
に
あ
た
り
、
無
我
夢
中
で
駆
け
抜
け
て
き
た
感
が
あ

り
ま
す
。

　

昨
年
は
９
月
に
天
皇
皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え
し
、
第
36
回
全
国
豊
か
な
海

づ
く
り
大
会
―
や
ま
が
た
―
が
本
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
同
月
に

鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
、
12
月
に
は
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
と
の
交
流
を
進
め
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
登
録
さ
れ
る
な
ど
、
エ
ポ
ッ
ク
・
メ
ー
キ
ン
グ
（
画

期
的
）
な
年
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
長
年
の
課
題
だ
っ
た
酒
田
駅
周
辺
整
備

が
大
き
く
動
き
出
し
、
地
元
金
融
機
関
と
連
携
し
て
東
京
都
武
蔵
野
市
に
設

置
し
た
「
酒
田
市
役
所
東
京
吉
祥
寺
テ
ラ
ス
」
は
、
首
都
圏
で
の
Ｐ
Ｒ
拠
点

と
し
て
本
市
の
魅
力
を
広
く
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
積
極
的
な
市
政
参
画
が
私
の
望
み
で
す
。
総
合
計
画
未
来
会
議
や

元
気
み
ら
い
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
前
向
き
に
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
を
語
り
合
う
姿
に
、
大
き
な
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
思

い
を
し
っ
か
り
と
施
策
に
打
ち
出
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
た
な
年
は
、
就
任
時
に
所
信
と
し
て
掲
げ
た
「
人
財
と
風
土
が
支
え
る

産
業
・
交
流
都
市
酒
田
」
づ
く
り
を
し
っ
か
り
と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
年

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

「
人
財
」
で
は
、
東
北
公
益
文
科
大
学
と
連
携
し
た
大
学
ま
ち
づ
く
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会
と
連
携
し
た
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
次
の
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
し
っ
か
り
と
支
援
し
、

各
種
交
流
事
業
を
支
え
る
市
民
力
も
大
き
く
伸
張
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

酒
田
市
長
　
丸 

山 

　
　
至

2



▲平成28年10月14日、グループミーティングで酒田
の未来を熱く語り合った酒田市立第一中学校の皆さ

んと

 

「
風
土
」
で
は
、
市
民
の
市
政
参
画
意
識
の
醸
成
、
市
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

行
政
組
織
の
共
創
力
の
強
化
、
若
い
人
が
地
域
で
力
を
発
揮
で
き
る
場
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。
酒
田
を
誇
り
に
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
地
域
風
土

の
醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、
健
康
長
寿
を
支
え
る
医
療
、
福
祉
環
境
の
整
備

も
し
っ
か
り
と
進
め
て
い
き
ま
す
。

 
「
産
業
・
交
流
都
市
」
で
は
、
企
業
誘
致
を
は
じ
め
地
域
企
業
の
経
営
強
化

対
策
、
創
業
支
援
に
力
を
入
れ
る
と
と
も
に
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産

業
で
は
、
儲も
う

か
る
産
業
へ
の
転
換
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。
ま
た
女
性
が
働

き
や
す
い
環
境
の
整
備
を
進
め
、
女
性
活
躍
の
地
域
社
会
を
構
築
し
ま
す
。

　

誘
致
活
動
が
実
り
、
８
月
２
日
に
は
い
よ
い
よ
イ
タ
リ
ア
の
ク
ル
ー
ズ
船

「
コ
ス
タ
・
ネ
オ
ロ
マ
ン
チ
カ
」
が
酒
田
港
に
寄
港
し
ま
す
。
市
を
挙
げ
て

し
っ
か
り
と
し
た
歓
迎
態
勢
を
整
え
る
と
と
も
に
、
市
民
総
ぐ
る
み
に
よ
る

交
流
を
支
え
る
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
の
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

北
前
船
は
、
湊み
な
と町
酒
田
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
と
ま
ち
の
繁
栄
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
長
い
時
の
流
れ
を
経
て
、
今
、
北
前
船
の
運
ん
だ
歴
史
・
文
化

が
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
全
国
各
地
と
連
携
し
な
が
ら
、
本
市
を

含
む
「
北
前
船
寄
港
地
」
の
日
本
遺
産
の
認
定
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
海
を
越
え
、
中
国
・
唐
山
市
、
イ
タ
リ
ア
・
ロ
ー
マ
市
、
ロ
シ
ア
・

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
市
と
の
交
流
を
加
速
さ
せ
る
と
と
も
に
、
ア
メ
リ

カ
・
デ
ラ
ウ
エ
ア
市
と
の
姉
妹
都
市
締
結
や
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
交
流
に
よ
り
、
交
流
都
市

と
し
て
の
発
展
を
推
し
進
め
ま
す
。

　

さ
あ
、
今
年
、
私
た
ち
の
「
酒
田
丸
」
は
、
希
望
あ
ふ
れ
る
交
流
の
大
海

原
へ
さ
ら
に
力
強
く
突
き
進
ん
で
い
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
喜
び
に
あ
ふ
れ
る
年
で
あ
る
こ
と
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

2017　謹賀新年
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全
力
で
、
新
人
ら
し
く
挑
戦

 

「
指
名
の
発
表
を
聞
い
た
と
き
は 

ほ
っ
と
し
た
と
い
う
の
が
本
音
で
す
。

球
団
と
の
契
約
、
入
団
会
見
が
終
わ

り
、
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
る
の
だ
と

い
う
実
感
が
湧
い
て
き
ま
し
た
」
と

話
す
石
垣
さ
ん
は
、
２
０
１
６
年 

プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会
議
で
中
日
ド

ラ
ゴ
ン
ズ
か
ら
３
位
で
指
名
を
受
け
、

プ
ロ
野
球
選
手
と
し
て
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
に
立
ち
ま
し
た
。

　

石
垣
さ
ん
は
「
試
合
は
い
つ
も
全

力
で
や
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
新
人
ら
し
く
が
む
し
ゃ
ら

に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
意

気
込
み
を
話
し
ま
す
。
目
指
す
は

走
・
攻
・
守
三
拍
子
揃そ

ろ

っ
た
選
手
。 

「
得
意
と
す
る
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
磨

き
を
か
け
、
ま
だ
技
術
不
足
と
感
じ

る
守
備
力
を
強
化
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
」
と
話
す
言
葉
に
熱
が
こ

も
り
ま
す
。

　
高
校
入
学
後
、持
ち
前
の
バ
ッ
テ
ィ

ン
グ
セ
ン
ス
と
パ
ワ
ー
で
頭
角
を
現

し
た
石
垣
さ
ん
で
す
が
、
高
校
２
年

の
春
に
ス
ラ
ン
プ
に
陥
り
、
ど
う
し

て
い
い
の
か
わ
か
ら
ず
悩
ん
だ
時
期

が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。「
監
督
か
ら

助
言
を
も
ら
い
、
練
習
が
終
わ
っ
た

後
に
、
居
残
り
で
必
死
に
バ
ッ
ト
を

振
っ
て
克
服
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
」
と
当
時
を
振
り
返
り
、
プ
ロ
野

球
選
手
を
目
指
す
小
中
学
生
に
は

「
コ
ツ
コ
ツ
と
練
習
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
伝
え
た
い
で
す
」
と
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
送
り
ま
す
。

支
え
て
、
応
援
し
て
く
れ
た
人
た
ち
の

期
待
を
力
に
変
え
て

今
月
の
人

石
垣 

雅
海
さ
ん 

● Ishigaki M
asam
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日本海と大地がつくる 水と命の循環
鳥 海 山・飛 島 ジオ パ ー ク

リレー コラム

問市観光振興課観光企画係 ☎26-5759

球
界
に
旋
風
を
巻
き
起
こ
せ

　

球
団
の
本
拠
地
と
な
る
名
古
屋
。

入
団
会
見
で
は
記
者
の
質
問
に
「
名

古
屋
だ
け
に
な
ご
や
か
な
印
象
」
と

駄だ

洒じ
ゃ

落れ

で
切
り
返
し
た
石
垣
さ
ん
で

す
が
、実
際
に
訪
れ
て
み
て
、住
み
や

す
そ
う
な
街
と
い
う
印
象
を
持
っ
て

お
り
、新
天
地
へ
の
不
安
は
な
さ
そ
う
。

 

「
入
団
が
決
ま
っ
て
か
ら
、
た
く
さ

ん
の
人
に
『
応
援
し
て
い
ま
す
』
と

声
を
掛
け
ら
れ
、
あ
ら
た
め
て
自
分

に
対
す
る
期
待
の
大
き
さ
を
実
感
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た

人
た
ち
、
応
援
し
て
く
れ
た
人
た
ち

へ
の
恩
返
し
は
、
試
合
に
出
て
活
躍

す
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

力
強
い
眼
差
し
で
話
す
石
垣
さ
ん
。

　

酒
田
が
生
ん
だ
ス
ラ
ッ
ガ
ー
石
垣

雅
海
選
手
。
鋭
い
ス
イ
ン
グ
で
、
球

界
に
旋
風
を
巻
き
起
こ
し
て
ほ
し
い

で
す
ね
。

鳥
海
山
の
高
原
の
お
話

R
elay Colum

n  25

第 回25

恩
返
し
は
試
合
に
出
て
活
躍
す
る
こ
と

　

鳥
海
山
の
高
原
は
い
い
で
す
よ
ね
。

北
の
方
に
あ
る
由
利
原
高
原
や
仁
賀

保
高
原
、
山
形
県
側
の
南
の
方
に
あ

る
大
台
野
な
ど
、
た
い
へ
ん
見
晴
ら

し
が
良
く
快
適
で
す
。
標
高
が
高
く
、

大
台
野
は
標
高
５
０
０
㍍
～
６
０
０

㍍
も
あ
り
ま
す
。

　

で
も
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
高
い
と
こ

ろ
に
平
ら
な
土
地
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
？ 

そ
の
秘
密
は
２
つ
あ
り
ま

す
が
、
ど
ち
ら
も
鳥
海
山
の
お
か
げ

で
す
。

　

１
つ
目
。
鳥
海
山
は
時
々
崩
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
（
崩
れ
る
原
因
は

地
震
や
小
さ
な
噴
火
な
ど
）。
数
10

万
年
前
の
あ
る
日
の
こ
と
、
鳥
海
山

は
大
き
く
崩
れ
ま
し
た
。
そ
の
土
砂

は
北
に
広
が
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

で
こ
ぼ
こ
だ
っ
た
土
地
を
埋
め
立
て
、

ゆ
る
い
起
伏
の
あ
る
土
地
を
つ
く
っ

た
の
で
す
。
こ
れ
が
由
利
原
高
原
と

仁
賀
保
高
原
の
で
き
か
た
で
す
。

　

２
つ
目
。
鳥
海
山
の
南
に
あ
る
大

台
野
は
「
火
砕
流
」
に
よ
っ
て
つ
く

ら
れ
た
高
原
で
す
。
火
砕
流
は
熱
い

火
山
灰
と
熱
い
火
山
ガ
ス
、
そ
れ
に

熱
い
岩
が
混
じ
り
あ
っ
た
流
れ
で
す
。

お
そ
ら
く
10
数
万
年
前
に
大
噴
火
が

起
こ
り
、
大
量
の
火
砕
流
が
流
れ
出

し
、
土
地
の
で
こ
ぼ
こ
を
埋
め
立
て

平
ら
な
土
地
を
つ
く
っ
た
の
で
す
。

秋田大学教育文化学部
（火山地質学専門）

教授　林 信太郎氏
▲由利原高原

▲真剣な眼差しでバッティング練習する石垣さん

▲酒田南高等学校での記者会見

こ
れ
が
大
台
野
の
台
地
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
で
き
た
高
原
に

は
牧
場
が
多
い
と
い
う
共
通
点
が
あ

り
ま
す
。鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク

の
お
い
し
い
牛
乳
や
乳
製
品
は
火
山

の
恵
み
と
言
え
ま
す
。
す
て
き
な
風

景
を
眺
め
な
が
ら
火
山
の
恵
み
を
味

わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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年のプロ野球ドラフト会議で中日ドラゴンズ
に3位で指名された酒田南高等学校3年 石垣

雅海選手が丸山市長を表敬訪問しました。丸山市長
は「日本を代表する選手になってほしい。市民を挙
げて応援する」と激励した後、本市のエンブレム付
き傘福を贈呈。お返しとして石垣選手からは、サイ
ン色紙とボールが丸山市長に手渡されました。

昨

都大路を駆ける
選手一人一人が抱負12/6

プロ野球での活躍を期待12/13

魅力ある酒田の創造のために12/17

19回中学生海外派遣事業「はばたき」報告
会が公益ホールで行われました。アメリカ合

衆国デラウェア市へ派遣された生徒20人が、体験
して学んだ研修の成果を報告しました。

第

酒田を世界へ発信12/7

世界へはばたけ12/3

月25日に京都市で行われた全国高等学校駅
伝競走大会。本県代表として出場した酒田南

高等学校陸上競技部駅伝チームの選手と関係者が、
大会前に丸山市長を表敬訪問しました。

式会社本間ゴルフで同社契約プロの祝勝セレ
モニーが行われました。同社は製品に「MADE  

IN JAPAN SAKATA」と刻印し、酒田をPR。矢口
副市長から感謝の気持ちをこめて、イ ボミ選手、
笠りつ子選手、谷原秀人選手へお祝いの記念品を贈
呈しました。

蔵野商工会館（東京都）で、東京大学大学院
教授 小林真理氏と東京藝術大学教授 佐藤 

時啓氏を迎え、第2回産業・交流都市創造会議を開催。
両氏から丸山市長へ、本市の文化や芸術を生かした
まちづくりをしていくための提言がなされました。

12

株

武

市民芸術祭、華やかに閉幕12/18
田フィルハーモニー管弦楽団定期演奏会が開
催され、市民芸術祭の閉幕を飾りました。名

誉市民の市原多朗氏をはじめとした4人のソリスト
と市民合唱団がオーケストラの演奏に乗せて「ベー
トーベン作曲 交響曲第九番合唱付き」を披露し、
満員の客席から大きな拍手が送られました。

酒

ズームアップ酒田
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役所で酒田市「税の標語」の表彰式が行われ
ました。今年が第1回目となる標語の募集総

数は、小中学生合わせて1,447点。最優秀賞と優秀
賞の作品は、全国で初めての試みとして、学習バス
や第一・第二中学校通学バスの後部にラッピングし
ました。

市田市スポーツ少年団設立50周年記念式典
が玉姫殿で開催され、感謝状贈呈や表彰、

講演会などが行われました。講演会の講師はアテ
ネオリンピックの金メダリストである野口みずき
さん。野口さんは同日に行われたミニ駅伝にも参
加し、子どもたちと汗を流しました。

酒

新田産業奨励賞に２団体11/25

酒田市スポーツ少年団
設立50周年を迎えて11/26

らたタウンセンターシアターO
オ ズ

Zで、脚本家 
中園ミホ氏の講演会が行われました。「逆境

の中でももがき続けると自ずと道が開けてくる」と
いう自身の経験や、ヒットドラマの脚本を作り上げ
た陰には、取材から得た女性たちの生の声があると
語りました。

ひ

ーデンパレスみずほで酒田市新田産業奨励賞
授賞式が行われました。同賞は本市の産業振

興に貢献し、他の模範となる個人・団体を表彰する
もので、斎藤染工場（代表 斎藤満氏）、株式会社 
テクノ（代表取締役社長 渡邊輝之氏）が受賞しました。

ガ 公 益ホールで、（一社）日本総合研究所会長 寺島
実郎氏と評論家 佐高信氏を迎え「生き残る地

域となるには―酒田港を通じて、これからの地域観
光をどうするか・大型クルーズ船寄港への期待―」
と題して講演会が開催されました。

酒

働くことは生きること11/26

新田産業奨励賞記念講演会11/28

税のこと、知ってほしい11/29

地域福祉の向上のために12/1
田勤労者福祉センターで、丸山市長から251
人の民生委員・児童委員に委嘱辞令書が交付

されました。また退任した委員には感謝状が贈呈さ
れました。丸山市長は「皆さんは地域のためになく
てはならない存在。居心地の良い地域づくりのため
に共に頑張りましょう」とあいさつしました。

酒田の旬な出来事をまとめて紹介。
あの日あの時の気になるニュースや
街をにぎわせた明るい話題を振り返ります。1

January
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1
　

市
議
会
12
月
定
例
会
で
、
声
楽
家
・

市
原
多
朗
氏
が
酒
田
市
名
誉
市
民
に
推

挙
さ
れ
、全
会
一
致
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

酒
田
市
名
誉
市
民
お
よ
び
特
別
名
誉

市
民
の
称
号
は
、
社
会
の
発
展
お
よ
び

文
化
の
興
隆
に
貢
献
し
、
等
し
く
郷
土

の
誇
り
と
し
て
市
民
か
ら
深
く
尊
敬
さ

れ
て
い
る
方
に
、
そ
の
功
績
と
栄
誉
を

た
た
え
贈
ら
れ
ま
す
。

●
経
歴

　

17
歳
か
ら
酒
田
市
名
誉
市
民
の
加
藤

千
惠
氏
に
師
事
し
、
昭
和
44
年
、
山
形

県
立
酒
田
商
業
高
等
学
校
を
卒
業
。

　

昭
和
55
年
に
東
京
藝
術
大
学
大
学
院

独
唱
専
攻
科
を
修
了
さ
れ
、
オ
ペ
ラ
界

へ
デ
ビ
ュ
ー
。
昭
和
56
年
に
渡
欧
し
、

ロ
ー
マ
の
サ
ン
タ
・
チ
ェ
チ
ー
リ
ア
音

楽
院
を
最
優
秀
で
卒
業
。

　

昭
和
59
年
「
世
界
一
の
音
楽
祭
」
と

い
わ
れ
る
ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ
音
楽
祭
に
日

本
人
歌
手
と
し
て
初
出
演
し
、
そ
の
後

パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
歌
劇
場
な
ど
世
界
中

で
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
で
は
、
平

一
流
の
地
位
を
不
動
の
も
の
と
し
な
が

ら
「
酒
田
人
」
と
し
て
の
誇
り
を
持
ち

続
け
、
本
市
の
芸
術
文
化
振
興
に
尽
力

さ
れ
、
市
民
の
心
に
希
望
を
も
た
ら
し

て
い
る
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

●
受
賞
歴

昭
和
54
年　

第
48
回
日
本
音
楽
コ
ン
ク

ー
ル
声
楽
部
門
第
１
位
、
第
15
回
日
伊

声
楽
コ
ン
コ
ル
ソ
で
第
１
位　

昭
和
55
年　

第
27
回
文
化
放
送
音
楽
賞
、

山
形
新
聞
３
Ｐ
賞
「
平
和
賞
」

昭
和
61
年　

ジ
ロ
ー
・
オ
ペ
ラ
賞

昭
和
62
年　

芸
術
選
奨
文
部
大
臣
賞
新

人
賞
、
ジ
ロ
ー
・
オ
ペ
ラ
大
賞

平
成
２
年　

酒
田
市
特
別
功
労
表
彰

こ
れ
ま
で
贈
ら
れ
た
方
々

●
名
誉
市
民

昭
和
49
年　

土
門
拳
氏

昭
和
62
年　

加
藤
千
惠
氏

昭
和
62
年　

原
の
ぶ
子
氏
（
旧
松
山
町

で
受
章

）

平
成
15
年　

中
村
恒
也
氏

平
成
16
年　

新
田
嘉
一
氏
（
旧
平
田
町

で
受
章

）

●
特
別
名
誉
市
民

昭
和
62
年　

前
田
巖
氏

平
成
26
年　

相
馬
大
作
氏

◆
特
別
名
誉
市
民
の
称
号
は
、
名
誉
市

民
に
相
当
す
る
方
が
死
去
し
た
場
合
に

贈
ら
れ
ま
す
。

問
市
長
公
室
広
報
広
聴
係 

☎
２
６-

５
７
０
６

市
原
多
朗
氏
が
酒
田
市
名
誉
市
民
に

決
ま
り
ま
し
た

成
14
年
の
全
国

植
樹
祭
、
昨
年

９
月
の
全
国
豊

か
な
海
づ
く
り

大
会
で
天
皇
、

皇
后
両
陛
下
ご

臨
席
の
下
、
県

民
歌「
最
上
川
」

を
演
奏
し
て
い

ま
す
。

　

テ
ノ
ー
ル
歌

手
と
し
て
世
界

市原多朗氏（本名／市原太郎）
昭和25年生まれ　66歳
本籍／酒田市光ケ丘

Ⓒ篠原栄治

▶
第
36
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
―
や
ま
が
た
―

式
典
行
事
（
平
成
28
年
9
月
11
日
）

▶
希
望
ホ
ー
ル
開
館
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

（
平
成
16
年
7
月
3
日
）

  1
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問
市
建
築
課
公
営
住
宅
係 

☎
２
６-

５
７
４
７

市
営
住
宅・公
共
賃
貸
住
宅
入
居
者
募
集

資
格
／
本
市
在
住
か
本
市
に
勤
務
先
が

あ
り
、
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
く
、
現

在
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
が
い
て
、
収
入
が
公
営
住
宅
法
の
基

準
（
一
般
世
帯
15
万
８
千
円
以
下
、
高

齢
者
、
障
が
い
者
、
中
学
校
卒
業
前
の

●市営住宅
募集住宅 所在地 募集戸数 畳数・階数など
松境住宅※ 北千日町 1 6・6・6・DK　1階 Ⓟ
松境北第一アパート※ 北千日町 1 6・6・6・DK　1階 Ⓟ
松境北第二アパート※ 北千日町 1 6・6・6・DK　1階 Ⓟ
松境北第二アパート 北千日町 1 6・6・6・DK　2階 Ⓟ
住吉住宅 光ケ丘一丁目 1 4.5・4.5・3・K　1階
新橋二丁目住宅 新橋二丁目 1 6・4.5・3・K　4階 Ⓟ
千日住宅 住吉町 1 6・3・DK　1階
新橋五丁目住宅（単身用） 新橋五丁目 1 6・3・DK　1階
新橋五丁目住宅 新橋五丁目 1 6・3・DK　1階 Ⓟ
第二川南アパート 若宮町一丁目 1 6・4.5・4.5・K　4階 Ⓟ
第三川南アパート 若宮町一丁目 1 6・6・4.5・K　3階 Ⓟ
第四川南アパート 若宮町一丁目 1 6・6・4.5・K　1階 Ⓟ
光ケ丘第一アパート 光ケ丘二丁目 1 6・6・4.5・K　2階 Ⓟ
光ケ丘第二アパート 光ケ丘二丁目 1 6・6・4.5・K　1階 Ⓟ
富士見町第一アパート 富士見町一丁目 1 6・6・4.5・K　2階 Ⓟ
富士見町第二アパート 富士見町一丁目 1 6・6・4.5・K　1階
港南第一アパート 入船町 1 6・6・4.5・DK　3階 Ⓟ
港南第二アパート 入船町 1 6・6・4.5・DK　1階 Ⓟ
港南第三アパート 入船町 1 6・6・4.5・DK　4階 Ⓟ
旭新町第二アパート 旭新町 1 6・6・4.5・DK　3階 Ⓟ
旭新町第三アパート※ 旭新町 1 6・6・DK　1階 Ⓟ
旭新町第四アパート※ 旭新町 1 10・6・DK　1階 Ⓟ
旭新町第四アパート 旭新町 1 6・6・6・DK　3階 Ⓟ
旭新町第五アパート※ 旭新町 1 10・6・DK　1階 Ⓟ
静ケ台第一アパート 光ケ丘一丁目 1 6・6・DK　1階 Ⓟ
静ケ台第二アパート 光ケ丘一丁目 1 8・7・DK　1階 Ⓟ
小泉団地 小泉字道南 1 6・6・4.5・K　1階 Ⓟ
城西住宅 字山田 1 8・4.5・4.5・LDK　1階 Ⓟ
片町住宅 字片町 1 8・6・DK　1階
飛鳥第一団地 飛鳥字契約場 1 8・6・6・LDK　1階 Ⓟ
飛鳥大道端団地 飛鳥字大道端 1 8・6・6・LDK　1階 Ⓟ
仁助新田団地 北俣字仁助新田 1 6・6・6・LDK　1階 Ⓟ
砂越粕町団地 砂越字粕町 1 6・6・4.5・LDK　1階 Ⓟ
※�高･介･障／65歳以上の高齢者、要介護認定者、障がい者（身体障害者手帳1・2級、精神障害者保健福祉手帳1
級、療育手帳A）がいる世帯（単身不可）

●公共賃貸住宅
　収入月額が15万8千円を超え25万9千円以下の方を対象にしたファミリー向けの住宅です。
募集住宅 所在地 募集戸数 畳数・階数など
八森団地 市条字上川原 1 8・6・6・LDK　1階 Ⓟ
松山サンハウス 字山田 1 8・8・6・6・DK　1階 Ⓟ

K＝台所　D＝食事室　L＝居間　Ⓟ＝駐車場1台有り

子
ど
も
が
い
る
世
帯
25
万
９
千
円
以

下
）
に
適
合
す
る
方
▼
入
居
日
／
２
月

17
日
㈮
▼
家
賃
／
収
入
に
よ
る
▼
敷
金

／
家
賃
３
か
月
分
▼
申
し
込
み
／
１
月

４
日
㈬
～
12
日
㈭
に
申
込
書
を
市
役
所

５
階
建
築
課
公
営
住
宅
係
ま
た
は
各
総

合
支
所
建
設
産
業
課
へ
。
申
込
書
は
窓

口
で
記
入
し
、
そ
の
場
で
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す

◆
申
込
書
、
応
募
の
手
引
き
は
市
建
築

課
お
よ
び
各
総
合
支
所
建
設
産
業
課
に

あ
り
ま
す
。

◆
抽
選
の
際
、
ひ
と
り
親
世
帯
、
高
齢

者
世
帯
、
障
が
い
者
世
帯
な
ど
は
優
先

措
置
（
２
回
抽
選
）
が
あ
り
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ホ

※

ス
ト
タ
ウ
ン
と

し
て
、
本
市
の
登
録
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
東
北
公
益
文
科
大
学
の

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
研
究
所
が
日
本
に

お
け
る
随
一
の
研
究
拠
点
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
の
交
流

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
春
に
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か

ら
の
視
察
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

市
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
交
流
が
深

ま
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
企

画
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

◆
本
市
の
美
し
い
風
景
や
施
設
を
、
同

大
学
助
教
で
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
出
身

の
バ
ン
テ
ィ
ン
グ
・
テ
ィ
モ
シ
ー
氏
が

動
画
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
左
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 
市
長
公
室
広
報
広
聴
係

　

☎
２
６-

５
７
０
６

酒
田
市
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
登
録

が
決
ま
り
ま
し
た

※
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

参
加
国
と
の
相
互
交
流
を
図
る
自
治
体
の
こ
と
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チ
ケ
ッ
ト
制
の
食
べ
歩
き
・
飲
み
歩

き
イ
ベ
ン
ト
「
酒
の
酒
田
の
酒
ま
つ
り

特
別
企
画
─
雛
バ
ル
─
」
の
開
催
に
伴

い
、
イ
ベ
ン
ト
専
用
の
「
雛
バ
ル
チ
ケ

ッ
ト
」
を
販
売
し
ま
す
。

開
催
期
間
／
２
月
10
日
㈮
～
18
日
㈯

（
９
日
間
）

協
賛
店
舗
／
駅
前
・
中
町
エ
リ
ア
に
あ

る
飲
食
店
29
店
舗
（
詳
し
く
は
販
売
場

所
設
置
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
）

チ
ケ
ッ
ト
販
売
期
間
／
１
月
７
日
㈯
～

２
月
18
日
㈯

チ
ケ
ッ
ト
金
額
／【
２
月
９
日
㈭
ま
で

購
入
分
】
３
千
３
０
０
円
【
２
月
10
日

㈮
～
購
入
分
】
３
千
５
０
０
円

販
売
場
所
／
協
賛
飲
食
店
（
一
部
）、

酒
田
市
商
店
街
連
合
会
、
酒
田
商
工
会

議
所
、
酒
田
ふ
れ
あ
い
商
工
会
、
酒
田

問 

市
観
光
振
興
課
観
光
企
画
係

　

☎
２
６-

５
７
５
９

酒
の
酒
田
の
酒
ま
つ
り
特
別
企
画

─
雛
バ
ル
─
チ
ケ
ッ
ト
販
売
開
始

日
時
／
１
月
８
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～

（
受
け
付
け
は
午
後
０
時
30
分
～
１
時

20
分
）

場
所
／
希
望
ホ
ー
ル

対
象
／
本
市
在
住
ま
た
は
本
市
出
身
の

平
成
８
年
４
月
２
日
～
平
成
９
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方　

持
ち
物
／
案
内
は
が
き
（
当
日
忘
れ
た

方
や
、
無
く
し
た
方
も
入
場
可
能
）

◆
式
典
開
始
前
に
会
場
を
閉
じ
ま
す
の

で
、
午
後
１
時
20
分
ま
で
に
入
場
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
市
役
所
東
側
駐
車
場
は
、
式
典
が
始

ま
る
前
は
新
成
人
の
降
車
場
所
と
な
り

駐
車
を
一
部
制
限
し
ま
す
が
、
式
典
が

始
ま
っ
て
か
ら
は
待
ち
合
わ
せ
の
駐
車

場
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

◆
乗
り
合
わ
せ
の
来
場
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。
駐
車
場
は
希
望
ホ
ー
ル
立
体
駐

車
場
、
中
町
パ
ー
キ
ン
グ
、
中
町
第
２

パ
ー
キ
ン
グ
日
和
、
市
営
地
下
駐
車
場

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
受
付
で
駐
車

券
を
渡
し
ま
す
。

◆
会
場
付
近
の
道
路
は
非
常
に
混
み
合

い
ま
す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て

来
場
し
、
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。

問
市
社
会
教
育
文
化
課
社
会
教
育
係

　

☎
２
４-

２
９
９
３

人
生
の
新
た
な
一
歩
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

平
成
29
年
成
人
式

2期工事部分 東側駐車場

希望ホール

希望ホール
立体駐車場

若葉旅館

市役所

希望ホール
立体駐車場

       ：新成人
乗降場所

観
光
物
産
協
会
、
酒

田
小
売
酒
販
組
合
加

盟
酒
店
な
ど
、
セ
ブ

ン
イ
レ
ブ
ン
酒
田
本

町
３
丁
目
店
、
酒
の

酒
田
実
行
委
員
会
事

務
局
（
市
観
光
振
興

課
内
）

期
日
／
２
月
４
日
㈯
、
５
日
㈰

場
所
／
松
山
ス
キ
ー
場

参
加
資
格
／
庄
内
地
域
在
住
で
ス
ポ
ー

ツ
安
全
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
方

種
目
／
大
回
転
、
回
転

組
別
／
小
学
１
年
生
～
成
年
（
男
女
・

ク
ラ
ス
別
あ
り
）

費
用
／
１
種
目
に
つ
き
、
小
学
生
１
千

円
、
中
学
生
１
千
６
０
０
円
、
高
校
生

以
上
２
千
円
（
申
し
込
み
後
に
指
定
口

座
に
振
り
込
み
）

申
し
込
み
／
１
月
19
日
㈭（
必
着
）ま
で

所
定
の
申
し
込
み
様
式
（
エ
ク
セ
ル
フ
ァ

イ
ル
）
に
入
力
し
、
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
へ 

sports@
city.sakata.lg.jp

◆
郵
送
で
の
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
。

問 

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係 

☎
４
３-

６
６
５
１

第
69
回
全
庄
内
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

出
場
者
募
集

申
し
込
み
方
法
に
つ
い
て
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
す
る
か
、
同
課

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
２
月
３
日
㈮
、
４
日
㈯
は
大
会
準
備

の
た
め
、
同
ス
キ
ー
場
の
営
業
は
午
後

５
時
ま
で
と
し
、
ナ
イ
タ
ー
営
業
は
行

い
ま
せ
ん
。

●
松
山
ス
キ
ー
場
市
民
ス
キ
ー
教
室

参
加
者
募
集

場
所
／
松
山
ス
キ
ー
場

講
師
／
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
公
認
指
導
員

費
用
／
１
回
３
０
０
円
（
保
険
料
。
リ

フ
ト
代
別
途
）

申
し
込
み
／
１
月
５
日
㈭
～
希
望
す
る

教
室
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
（
学
年
）、

電
話
番
号
を
松
山
ス
キ
ー
場
へ 

☎
６

２-

２
０
２
０ 

5
６
２-

２
７
９
２（
平

日
午
前
10
時
～
午
後
６
時
）

◆
全
日
程
参
加
で
き
ない
方
も
参
加
可
能
。

◆
レ
ン
タ
ル
ス
キ
ー
も
あ
り
ま
す
。

教室名 日時 対象・
定員 内容

小学生スキー教室
・低学年コース
・中学年コース
・高学年コース

1／15㈰、22㈰、
29㈰、2／19㈰、
26㈰ 午 前10時
～正午（全５回）

小学生・各
先着20人

初歩的な滑り
方から基本的
なパラレルタ
ーンまで

一般スキー教室
1／22㈰、29㈰
午前10時～正午

（全２回）

中学生以
上・ 先 着
20人 初めての方か

らレベルに合
わせた基本的
な滑走指導シニアスキー教室

1／23㈪、2／
13㈪、20㈪午後
1時30分 ～3時
30分（全３回）

60歳以上
の方・先着
20人

●成人式会場付近案内図
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自営業、学生、
無職の方など 会社員、公務員など 会社員などに

扶養される配偶者

第１号被保険者 第２号被保険者 第３号被保険者

厚生年金など

1．最終処分場における測定結果
⑴地下水、放流水の放射性物質濃度� 単位：ベクレル／リットル

月日 試料名 セシウム134 セシウム137 合計 基準値※1

12／7

地下水上流 不検出 不検出 不検出
（セシウム134濃度÷60）
＋（セシウム137濃度÷90）≦1地下水下流 不検出 不検出 不検出

放流水 不検出 不検出 不検出

⑵空間放射線量率� 単位：マイクロシーベルト／時間

測定地点（高さ1㍍） 11／29 12／5 12／12 12／19 基準値※1

敷地境界（4地点） 0.04
～0.05

0.04
～0.05

0.04
～0.05

0.04
～0.05 0.19以下

バックグラウンド※2 0.05 0.05 0.05 0.05

2．最終処分場周辺地域における測定結果
空間放射線量率� 単位：マイクロシーベルト／時間

測定地点（高さ1㍍） 11／25 12／6 12／20 基準値※1

大平公会堂 0.05 0.04 0.05 0.19
以下

※1基準値／「災害廃棄物
等の山形県内への受け入れ
に関する基本的な考え方」に
示されている値
※2バックグラウンド／自然放
射線量を示し、敷地内で災害
廃棄物の影響を受けない十
分に離れた地点

災害廃棄物の処理に関する測定結果について
　市では、平成24年12月28日をもって災害廃棄物の受け入れを終了しま
したが、酒田地区広域行政組合最終処分場（埋立地）および周辺地域
における放射線量などの測定を継続し、安全性を確認しています。測定
結果は下表の通りです。この結果は、市ホームページでも公表しています。

問市環境衛生課管理係 ☎31-0933

　

日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

全
て
の
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

（
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
厚
生
年
金
に

加
入
中
の
方
を
除
く
）。
加
入
者
の
こ

と
を
被
保
険
者
と
い
い
、
職
業
な
ど
に

よ
り
左
の
３
種
類
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

20
歳
に
な
っ
た
と
き
に
、
第
１
号
被

保
険
者
に
該
当
す
る
方
に
は
国
民
年
金

資
格
取
得
届
書
が
届
き
ま
す
。
必
要
事

項
を
記
入
し
、
同
封
の
封
筒
で
日
本
年

金
機
構
へ
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
終
了
後
、
年
金
手
帳
が
届
き

ま
す
。
年
金
手
帳
は
、
年
金
の
加
入
制

度
が
変
わ
っ
た
と
き
や
年
金
の
請
求
手

続
き
な
ど
で
一
生
涯
使
用
し
ま
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
と
納
め
方

　

国
民
年
金
資
格
取
得
届
書
を
返
送
す

る
と
、
保
険
料
の
納
付
書
が
届
き
ま
す
。

20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
で
、
年
額
78
万
１
０
０

円
（
平
成
28
年
度
）
を
受
給
で
き
ま
す
。

　

第
１
号
被
保
険
者
の
１
か
月
あ
た
り

の
保
険
料
は
、１
万
６
千
２
６
０
円（
平

成
28
年
度
）
で
す
。

納
付
書（
現
金
）／
各
金
融
機
関
ま
た
は

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
窓
口
で
納
付

口
座
振
替
／
各
金
融
機
関
ま
た
は
鶴
岡

年
金
事
務
所
で
手
続
き

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
／
鶴
岡
年
金

事
務
所
で
手
続
き
（
郵
送
も
可
）

●
便
利
で
お
得
な
割
引
制
度

　

保
険
料
を
２
年
分
、
１
年
分
ま
た
は

半
年
分
を
ま
と
め
て
納
め
る
と
割
り
引

き
に
な
る
前
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。
口

座
振
替
で
は
、
翌
月
末
引
き
落
と
し
を

問 
市
国
保
年
金
課
国
民
年
金
係 

☎
２
６-

５
７
２
８
、
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
、

鶴
岡
年
金
事
務
所 

☎
０
２
３
５-

２
３-

５
０
４
０

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
加
入
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

20
歳
は
国
民
年
金
の
ス
タ
ー
ト
で
す

当
月
末
引
き
落
と
し
に
す
る
こ
と
で
割

り
引
き
に
な
る
早
割
制
度
も
あ
り
ま
す
。

●
付
加
保
険
料
の
納
付

　

保
険
料
に
加
え
て
月
額
４
０
０
円
の

付
加
保
険
料
を
納
め
る
と
、
年
金
受
給

時
に
年
額
で
「
２
０
０
円
×
付
加
保
険

料
を
納
め
た
月
数
」
の
付
加
年
金
が
加

算
さ
れ
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
市
国
保

年
金
課
で
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
と
き

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、

老
後
に
受
け
取
る
「
老
齢
基
礎
年
金
」

や
病
気
や
け
が
な
ど
で
障
が
い
者
に
な
っ

た
際
に
受
け
取
る
「
障
害
基
礎
年
金
」、

一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
際
に
、

家
族
や
子
ど
も
が
受
け
取
る
「
遺
族
基

礎
年
金
」
な
ど
を
受
給
で
き
な
く
な
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に

困
難
な
場
合
に
は
、
納
付
を
免
除
ま
た

は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
学
生
の
方
に
は
学
生
納
付
特
例
制
度

が
あ
り
ま
す
。

◆
申
請
に
は
受
付
期
限
が
あ
り
ま
す
の

で
、
早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
免
除
な
ど
の
承
認
を
受
け
た
期
間
の

保
険
料
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
後
払

い
（
追
納
）
も
で
き
ま
す
。
追
納
を
行

う
場
合
は
、
市
ま
た
は
鶴
岡
年
金
事
務

所
で
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

●国民年金加入者の分類
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投
票
の
日
時
と
投
票
所

日
時
／
１
月
22
日
㈰
午
前
７
時
～
午
後

８
時
（
飛
島
地
区
は
17
日
㈫
午
前
７
時

～
午
後
４
時
）

●
投
票
時
間
が
変
わ
り
ま
す

　

次
の
投
票
所
で
は
、
投
票
日
の
投
票

時
間
が
午
前
７
時
～
午
後
７
時
に
変
わ

り
ま
す
。

◦
日
向
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◦
升
田
公
民
館

◦
大
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◦
大
沢
集
会
施
設

◦
南
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◦
田
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◦
旧
平
田
中
央
公
民
館
中
野
俣
分
館

◦
旧
平
田
中
央
公
民
館
北
俣
分
館

投
票
所
／
投
票
所
入
場
整
理
券
に
記
載

さ
れ
て
い
る
投
票
所

●
投
票
所
が
変
わ
り
ま
す

　

次
の
地
区
は
投
票
所
が
変
わ
り
ま
す
。

住 所

宮
野
浦（
字
家
岸
を
除
く
）、高
見
台
一

丁
目
・
二
丁
目
、宮
野
浦
一
丁
目
・
二
丁

目
・
三
丁
目
、飯
森
山
一
丁
目
・
三
丁
目

変更後

宮
野
浦
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ

ン
タ
ー

◆
変
更
後
の
投
票
場
所
は
、
選
挙
公
報

の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

投
票
で
き
る
方

年
齢
／
平
成
11
年
１
月
23
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方

住
所
／
平
成
28
年
10
月
４
日
ま
で
に
本

市
で
住
民
票
が
作
成
さ
れ
た
方

投
票
所
入
場
整
理
券
の
郵
送
は

１
月
６
日
～
８
日

　

入
場
整
理
券
は
、
世
帯
主
宛
て
に
郵

送
し
ま
す
。
圧
着
式
の
は
が
き
一
枚
に

家
族
６
人
分
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
裏
側
か
ら
開
き
、
自
分
の
分
を
切

り
離
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
入
場
整
理
券
が
無
く
て
も
、
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
あ
れ
ば

問 
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

☎
２
６-

５
７
６
５

１
月
22
日
㈰（
飛
島
地
区
は
17
日
㈫
）は

山
形
県
知
事
選
挙
の
投
票
日
で
す

投
票
で
き
ま
す
。
投
票
日
ま
で
に
入
場

整
理
券
が
届
か
な
い
と
き
や
紛
失
し
た

と
き
は
、
投
票
所
で
係
員
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
所

期日前投票所 開設日時
酒田市役所1階
にぎわい交流サロン

1月6日㈮
～21日㈯※

午前8時30分
～午後8時

観音寺コミュニティセンター
第1・第2会議室

1月11日㈬
～21日㈯※

松山農村環境改善センター
研修室
平田総合支所3階
302号室
東北公益文科大学本部棟1階
公益ギャラリー

1月18日㈬、
19日㈭

午前10時
～午後7時

※飛島地区の方は16日㈪まで

◆
お
住
ま
い
の
地
域
に
関
わ
ら
ず
、
ど

こ
の
期
日
前
投
票
所
で
も
投
票
で
き
ま

す
。選

挙
公
報
は
１
月
10
日
ご
ろ
か
ら

各
家
庭
に
配
布
し
ま
す

　

視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
で
音
訳
テ
ー

プ
が
必
要
な
方
は
市
選
挙
管
理
委
員
会

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
（
市
広
報
の

音
訳
テ
ー
プ
ま
た
は
Ｃ
Ｄ
が
送
付
さ
れ

て
い
る
方
は
連
絡
不
要
）。

◆
視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
に
こ
の
制
度

に
つ
い
て
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

●
平
成
28
年
10
月
５
日
以
降
に

住
所
を
異
動
し
た
場
合
の
投
票

市
内
で
転
居
し
た
方
／
投
票
所
入
場
整

理
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票
所
で
投

票
で
き
ま
す
。

県
内
の
他
市
町
村
か
ら
本
市
に
転
入
し

た
方
（
前
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方
の
み
）／
前
住
所
地

で
投
票
す
る
場
合
も
、
本
市
で
不
在
者

投
票
す
る
場
合
も
「
引
き
続
き
県
内
に

住
所
を
有
す
る
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。

事
前
に
本
市
市
民
課
に
申
し
出
て
、
証

明
書
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い

県
外
か
ら
本
市
へ
転
入
し
た
方
／
投
票

で
き
ま
せ
ん

●
出
張
や
進
学
な
ど
滞
在
先
で
の

不
在
者
投
票

　

滞
在
地
の
市
区
町
村
選
挙
管
理
委
員

会
で
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

投
票
用
紙
の
請
求
、
交
付
な
ど
全
て
郵

送
と
な
り
ま
す
の
で
早
め
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

●
字
が
書
け
な
い
方
の
投
票

　

体
が
不
自
由
な
ど
の
理
由
で
字
を
書

く
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
投
票
所
で
係

交
付
を
受
け
、
１
月
18
日
㈬
ま
で
に
投

票
用
紙
の
請
求
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
早
め
に
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

在宅での郵便等投票の対象者

身体障害者
手帳に記載

両下肢、体幹、移動機能の障がいが1級ま
たは2級

①心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸
の障がいが1級または3級
免疫、肝臓の障がいが1級から3級

戦傷病者
手帳に記載

両下肢、体幹の障がいが特別項症から第2
項症

②
心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、
肝臓の障がいが特別項症から第3項症

県知事が
書面で証明

障がいの程度が上記①または②の障がいの程
度に該当

介護保険被保険者証に記載 要介護5

開
票

  1
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募
集
職
種
／
①
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

②
市
児

童
セ
ン
タ
ー
児
童
厚
生
員 

③
市
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
子
育
て
相
談
員

対
象
／
次
の
免
許
・
資
格
、
経
験
を
有

す
る
方 

①
③
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、

小
学
校
教
諭
の
い
ず
れ
か 

②
保
育
士
、

幼
稚
園
教
諭
、
小
・
中
学
校
教
諭
、
特

別
支
援
学
校
教
員
、
養
護
教
諭
の
い
ず

れ
か
、
ま
た
は
２
年
以
上
の
児
童
福
祉

事
業
の
実
務
経
験

募
集
人
員
／
い
ず
れ
も
若
干
名

業
務
内
容
／
①
会
員
講
習
会
の
実
施
、

会
員
相
互
援
助
の
調
整
な
ど 

②
児
童

の
遊
び
の
指
導
、
行
事
の
運
営
、
子
育

て
相
談
・
助
言
な
ど 

③
子
育
て
相
談
・

助
言
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
育
成
お
よ

び
支
援
な
ど

勤
務
時
間
／
①
②
月
曜
～
日
曜
日
の
１

週
間
当
た
り
30
時
間 

③
月
曜
～
土
曜

日
の
１
週
間
当
た
り
30
時
間
（
い
ず
れ

も
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
）

勤
務
場
所
／
①
②
交
流
ひ
ろ
ば 

③
酒

田
、
八
幡
、
松
山
、
平
田
の
各
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー

採
用
月
日
／
平
成
29
年
４
月
１
日

報
酬
／
市
の
基
準
に
よ
る（
交
通
費
な
し
）

　

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感

染
し
た
野
鳥
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
野
鳥
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
細
菌
や

寄
生
虫
を
持
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
た

め
、
な
る
べ
く
触
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、

野
鳥
観
察
程
度
で
は
人
に
感
染
し
な
い

と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
過
度
に
心
配
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
野
鳥
な
ど
の

野
生
動
物
の
排
泄せ

つ

物
な
ど
に
触
れ
た
後

は
、
手
洗
い
と
う
が
い
、
靴
底
の
洗
浄

を
し
ま
し
ょ
う
。

　

野
外
で
複
数
の
野
鳥
が
死
亡
し
て
い

る
場
所
を
発
見
し
た
場
合
は
、
素
手
で

触
れ
た
り
せ
ず
に
、
庄
内
総
合
支
庁
環

境
課 

☎
０
２
３
５-

６
６-

５
７
０
６

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

市
子
育
て
支
援
課
家
庭
支
援
係

　

☎
２
６-

５
８
９
６

子
育
て
関
連
職
員
の
募
集

問 

市
環
境
衛
生
課
環
境
保
全
係

　

☎
３
１-

０
９
３
３

死
亡
し
て
い
る
野
鳥
を

見
つ
け
た
ら

選
考
方
法
／
書
類
審
査
、
面
接

申
し
込
み
／
１
月
20
日
㈮（
必
着
）ま
で

履
歴
書
（
写
真
添
付
）、
資
格
の
分
か

る
も
の
に
応
募
の
動
機
（
８
０
０
字
程

度
）
を
添
え
て
、
〒
９
９
８-

０
０
４

４ 

酒
田
市
中
町
三
丁
目
４-

５ 

交
流

ひ
ろ
ば
内
、
市
子
育
て
支
援
課
家
庭
支

援
係
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

員
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。
２
人
の
補

助
員
が
付
き
添
い
、
代
筆
し
ま
す
。

◆
家
族
や
付
添
人
、
後
見
人
の
方
が
本

人
に
代
わ
っ
て
投
票
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

●
入
院
、
入
所
中
の
方
の
不
在
者
投
票

　

病
気
や
け
が
、
妊
娠
、
体
が
不
自
由

な
ど
の
理
由
で
歩
く
こ
と
が
困
難
な
方

は
、
入
院
・
入
所
中
の
病
院
や
老
人
ホ

ー
ム
（
県
選
挙
管
理
委
員
会
の
指
定
施

設
の
み
）
で
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
各
施
設
に
早
め
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票
が
で
き
る
市
内
の
指
定
施

設
／
日
本
海
総
合
病
院
、
日
本
海
総
合

病
院
酒
田
医
療
セ
ン
タ
ー
、
本
間
病
院
、

山
容
病
院
、
酒
田
東
病
院
、
八
幡
病
院
、

芙
蓉
荘
、
サ
ン
・
シ
テ
ィ
、
サ
ン
・
シ

テ
ィ
Ⅱ
、
サ
ン
ハ
イ
ツ
酒
田
、
ラ
イ
フ

ケ
ア
黒
森
、
小
規
模
特
養
ラ
イ
フ
ケ
ア

黒
森
、
か
た
ば
み
荘
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
ふ

る
さ
と
、
幸
楽
荘
、
さ
く
ら
ホ
ー
ム
、

寿
康
園
、
シ
ェ
・
モ
ワ
、
明
日
葉
、
う

ら
ら
、
徳
田
山
、
さ
く
ら
ホ
ー
ム
広
野
、

ひ
だ
ま
り
、
か
た
ば
み
の
家

●
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
方
は
、

障
が
い
の
程
度
（
下
表
参
照
）
に
よ
っ

て
、
在
宅
で
投
票
を
行
う
「
郵
便
等
に

よ
る
不
在
者
投
票
制
度
」
が
利
用
で
き

ま
す
。

　

事
前
に
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の

交
付
を
受
け
、
１
月
18
日
㈬
ま
で
に
投

票
用
紙
の
請
求
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
早
め
に
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

在宅での郵便等投票の対象者

身体障害者
手帳に記載

両下肢、体幹、移動機能の障がいが1級ま
たは2級

①心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸
の障がいが1級または3級
免疫、肝臓の障がいが1級から3級

戦傷病者
手帳に記載

両下肢、体幹の障がいが特別項症から第2
項症

②
心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、
肝臓の障がいが特別項症から第3項症

県知事が
書面で証明

障がいの程度が上記①または②の障がいの程
度に該当

介護保険被保険者証に記載 要介護5

開
票

日
時
／
１
月
22
日

㈰
午
後
９
時
～

場
所
／
市
国
体
記

念
体
育
館

◆
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
開
票
状
況

を
掲
載
し
ま
す
。

1月22日投
票
日
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第 60 回 酒 田 市 民 芸 術 祭
酒田市民短歌大会・酒田市民俳句大会 秀作作品

＊
入
選
歌

卒
寿
す
ぐ
母
の
背
な
が
す
幸
の
あ
り
会
う
た
び

ご
と
に
膨ふ
く
よ
か
に
な
る 

佐
藤
喜
和
子

一
夏
を
児
乗
せ
走
り
し
我
が
車
ガ
ラ
ガ
ラ
一
つ

残
さ
れ
て
九
月 

浅
井
眞
紀
子

一
人
抱
つ
こ
一
人
歩
か
せ
マ
マ
が
行
く
背
筋
伸

び
た
る
若
さ
の
眩
し 

小
松
ノ
リ
子

吾
の
好
き
な
皿
に
秋
色
盛
り
つ
け
て
彩
り
愛
で

る
独
り
居
の
夕
餉 

髙
橋　

喜
美

視
線
合
い
我
よ
り
先
に
会
釈
す
る
見
知
ら
ぬ
人

と
笑
み
交
わ
す
朝 

榎
本
久
美
子

友
よ
り
の
暑
中
伺
ひ
数
行
の
文
も
電
話
も
「
ま

た
ね
！
」
で
結
ぶ 
長
谷
川
ミ
ワ

教
へ
子
の
描
け
る
似
顔
絵
長
押
よ
り
卒
寿
を
越

ゆ
る
吾
を
励
ま
す 

髙
橋
セ
ツ
子

畑
隅
の
葉
群
の
蔭
に
白
き
花
咲
か
せ
て
茗
荷
は

存
在
知
ら
す 

渡
辺
恵
美
子

届
か
ず
に
切
り
残
し
た
る
梅
の
枝
形
乱
し
て
空

に
伸
び
ゆ
く 

大
内　

志
津

と
り
残
す
あ
ら
く
さ
の
中
に
ま
ぎ
れ
な
き
露
草

の
瑠
璃
霑ぬ

れ
て
色
濃
し 

三
浦　

弥
生

俳 

句

短 

歌

＊
兼
題
の
部

跡
継
ぎ
の
休
み
に
合
は
せ
早
稲
を
刈
る　
　

 

白
旗
い
ち
こ

灯
し
お
く
文
机
ひ
と
つ
虫
の
夜　
　

 

工
藤
千
江
子

猫
抱
い
て
今
が
幸
せ
赤
の
ま
ま　
　

 

相
馬　

勝
子

今
日
か
ら
は
歩
く
リ
ハ
ビ
リ
秋
日
和　
　

 

佐
藤　

喜
久

初
秋
刀
魚
ま
さ
に
名
刀
青
光
る　
　

 

進
藤
し
げ
き

人
生
を
味
合
ふ
ゆ
と
り
敬
老
日

 

加
藤　
　

悟

白
布
干
す
秋
日
に
妻
の
シ
ル
エ
ッ
ト　
　

 

菊
地　

秀
雄

子
ら
帰
り
秋
の
気
配
の
地
に
空
に　
　

 

青
葉　

信
子

か
く
れ
ん
ぼ
早
く
見
つ
け
て
秋
の
く
れ　
　

 

佐
々
木
良
子

生
え
始
む
乳
歯
し
や
く
つ
と
林
檎
食
む　
　

 

佐
藤
ひ
と
み

合
葬
の
墓
に
沁
み
入
る
秋
の
く
れ　
　

 

菅
原
智
惠
子

遠
き
日
の
ロ
マ
ン
数
々
十
三
夜

 

堀　
　

健
悦

風
吹
か
ば
風
に
う
な
ず
く
稲
穂
か
な　
　

 

武
長
世
以
子

秋
立
つ
や
波
間
に
聞
こ
ゆ
風
の
音　
　

 

天
野　

郁
子

一
面
に
手
づ
く
り
の
旗
運
動
会　
　

 
鈴
木　

陽
子

＊
席
題
の
部
（
石ざ
く

榴ろ

、
二
百
十
日
、
温ぬ
く

め
酒
）

温
め
酒
昭
和
の
唄
を
聞
き
な
が
ら

 

石
垣　

専
一

石
榴
の
実
一
粒
づ
つ
に
あ
る
光

 

佐
藤　

ツ
ヱ

天
も
地
も
出
羽
の
厄
日
を
忘
れ
た
る

 

冨
樫　

國
雄

朴
訥
と
生
き
て
幾い
く

年と
せ

温
め
酒

 

白
畑　

広
子

儘
に
な
る
な
ら
ざ
る
一
日
温
め
酒

 

畠
中　

英
子

厄
日
無
事
朝
の
味
噌
汁
に
ほ
ひ
け
り

 

鈴
木　

幸
子

手
捻
り
の
銚
子
一
本
温
め
酒

 

遠
田
美
代
子

気
兼
ね
な
く
生
き
る
を
望
み
温
め
酒

 

須
階　

米
子

亡
き
父
の
欠
け
た
る
猪
口
や
温
め
酒

 

し
た
ら
き
ょ
う
こ

主
な
き
庭
に
実
ひ
と
つ
石
榴
か
な

 

木
崎　

幸
子

温
め
酒
五
臓
六
腑
の
確
か
な
り

 

斎
藤　

芳
男

と
つ
と
つ
と
語
る
卒
寿
や
温
め
酒

 

阿
部
八
重
子

黄
金
な
す
二
百
十
日
の
穂
波
か
な

 

鎌
戸
登
志
子

二
百
十
日
過
ぎ
ぬ
逮た
い

夜や

の
更
け
る
か
な

 

小
松　

恵
子

い
さ
か
い
の
後
は
独
り
で
温
め
酒

 

三
丁
目
俊
三
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償
却
資
産
の
申
告
は
お
早
め
に

1お

知

ら

せ

　

同
給
付
金
の
申
請
期
限
を
１
月
31
日

㈫
ま
で
延
長
し
ま
し
た
。

水
道
管
入
れ
替
え
工
事
に
伴
う

通
行
制
限

平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
お

よ
び
障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け

給
付
金
申
請
期
限
の
延
長

　

１
月
１
日
現
在
で
本
市
に
事
業
用
資

産（
償
却
資
産
）を
所
有
し
て
い
る
方
は
、

事
務
処
理
手
続
き
な
ど
を
迅
速
に
行
う

た
め
、
１
月
20
日
㈮
ま
で
に
市
役
所
２

階
税
務
課
償
却
資
産
係
へ
申
告
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
税
務
課
償
却
資
産
係 

☎
２
６-
５

７
１
７

　

市
税
の
滞
納
整
理
の
た
め
、
差
し
押

さ
え
た
財
産
を
公
売
し
ま
す
。
ヤ
フ
ー・

官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
利
用
し
た
競

り
売
り
で
す
。

公
売
財
産
／
み
ち
の
く
豆
本
な
ど
▼
入

札
期
間
／
１
月
30
日
㈪
午
後
１
時
～
２

月
１
日
㈬
午
後
11
時
▼
公
売
参
加
申
込

期
間
／
１
月
10
日
㈫
午
後
１
時
～
23
日

㈪
午
後
11
時

◆
公
売
下
見
会
は
行
い
ま
せ
ん
。

◆
入
札
に
参
加
す
る
場
合
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
公
売
・
売
却
」
に
掲
載
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

な
ど
を
確
認
し
、手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
納
税
課
滞
納
整
理
室 

☎
２
６-

６

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

２
７
５

　

同
文
庫
の
所
蔵
資
料
（
雑
誌
と
新
聞

を
除
く
）
の
移
転
作
業
が
完
了
し
た
た

め
、
２
月
１
日
㈬
か
ら
閲
覧
サ
ー
ビ
ス

を
再
開
し
ま
す
。

【
移
転
後
の
光
丘
文
庫
】場
所
／
中
町
庁

舎
５
階
▼
開
館
時
間
／
午
前
９
時
30
分

～
午
後
４
時
45
分
▼
休
館
日
／
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始（
12
月
29

日
～
１
月
３
日
）、
図
書
整
理
期
間

◆
駐
車
場
は
、
中
央
地
下
駐
車
場
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。
利
用
時
間
に
応
じ

て
無
料
駐
車
券
を
発
行
し
ま
す
。

◆
土
曜
・
日
曜
日
に
所
蔵
資
料
の
閲
覧

を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前
予
約
に
よ

り
中
央
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
同
文
庫 

☎
２
２-
０
５
５
１
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

光
丘
文
庫
所
蔵
資
料
の
閲
覧
サ
ー
ビ

ス
を
再
開
し
ま
す

　

交
通
誘
導
員
や
工
事
看
板
に
従
っ
て

通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間
／
１
月
上
旬
～
３
月
下
旬
▼
時
間

／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
▼
場
所

／
県
道
吹
浦
酒
田
線（
千
日
町
ほ
か
）、

市
道
栄
町
千
日
町
線（
御
成
町
ほ
か
）▼

内
容
／【
県
道
】片
側
交
互
通
行 

【
市
道
】

車
両
通
行
止
ま
た
は
片
側
交
互
通
行

◆
上
記
の
時
間
以
外
は
通
常
通
り
通
行

可
能（
踏
切
付
近
を
除
く
）。

◆
歩
行
者
と
自
転
車
の
通
行
は
可
能
で
す
。

　

設
立
50
周
年
を
迎
え
る
同
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
こ
れ
か
ら
の
発
展
を
願
い
、

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
募
集
し
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
優
秀
作
品
を
紹

介
し
ま
す
。

【
最
優
秀
賞
】

夢
を
抱
き 

ス
ポ
ー
ツ
を
更
な
る
絆
で 

感
動
の
輪 

水
口
久
さ
ん
（
新
井
田
町
）

【
優
秀
賞
】

み
ん
な
に
感
謝
、
ス
ポ
ー
ツ
で
笑
顔

　
　

佐
藤
心
さ
ん
（
こ
が
ね
町
）

【
優
秀
賞
】

走
り
だ
そ
う 

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に 

伸
ば
そ
う 

ス
ポ
少
の
将
来
に
向
か
っ
て

　

阿
部
好
弘
さ
ん
（
成
興
野
）

問
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興

係 

☎
４
３-

６
６
５
１

　

対
象
と
思
わ
れ
る
方
で
未
申
請
の
方

に
は
、
平
成
28
年
11
月
中
旬
に
改
め
て

申
請
書
を
送
付
し
ま
し
た
の
で
、
至
急

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
が
な
い
場
合
、
給
付
金
を
支
給

で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
臨
時
福
祉
給
付
金
事
務
局 

☎
２

６-

６
２
７
８

問
水
道
局
水
道
部
工
務
課
事
業
係 

☎

２
２-

１
８
１
５

酒
田
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
設
立
50
周

年
記
念
優
秀
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
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例
年
利
用
希
望
が
集
中
す
る
た
め
抽

選
で
受
け
付
け
ま
す
。

対
象
日
／
平
成
30
年
１
月
６
日
㈯
、
７

日
㈰
、
８
日
㈷
▼
申
し
込
み
／
１
月
４

日
㈬
～
11
日
㈬
の
午
前
９
時
～
午
後
４

時
に
出
羽
遊
心
館
へ

◆
抽
選
は
、
１
月
13
日
㈮
午
後
２
時
～

出
羽
遊
心
館
で
行
い
ま
す（
重
複
し
た

場
合
は
立
ち
会
い
が
必
要
）。

問
出
羽
遊
心
館 

☎
３
１-

３
７
３
７
、

市
社
会
教
育
文
化
課
管
理
係 

☎
２
４-

２
９
９
２

　

１
月
22
日
㈰
執
行
予
定
の
山
形
県
知

事
選
挙
の
基
準
日（
１
月
４
日
）で
新
た

に
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
方
の
名

簿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
／
１
月
５
日
㈭
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
▼
場
所
／
市
役
所
２
階
に
ぎ

わ
い
交
流
サ
ロ
ン

◆
選
挙
人
名
簿
の
登
録
に
関
し
て
不
服

が
あ
る
場
合
、
縦
覧
期
間
内
に
異
議
の

申
し
出
が
で
き
ま
す
。

問
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

☎
２

６-

５
７
６
５

光
ケ
丘
プ
ー
ル
か
ら
の
お
知
ら
せ

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

酒
田
都
市
計
画
の
決
定
・
変
更
案
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

【
時
間
変
更
】１
月
28
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
６
時 【
休
館
】１
月
29
日
㈰

問
光
ケ
丘
プ
ー
ル 

☎
３
３-

０
１
７
０

対
象
／
市
内
高
等
学
校
に
在
籍
す
る
生

徒
お
よ
び
青
少
年（
一
般
）の
科
学
的
研

究
物
▼
申
し
込
み
／
１
月
12
日
㈭
午
後

４
時
ま
で
〒
９
９
８-

０
０
４
４ 
酒
田

市
中
町
一
丁
目
４-

10 

酒
田
市
教
育
委

員
会
学
校
教
育
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

◆
詳
し
く
は
同
課 

☎
２
６-

５
７
７
５

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時
／
１
月
18
日
㈬
午
後
７
時
～
▼
場

所
／
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
／
高

度
利
用
地
区
の
変
更
、
第
一
種
市
街
地

再
開
発
事
業
の
決
定
▼
対
象
地
区
／
駅

前
地
区（
旧
ジ
ャ
ス
コ
跡
地
な
ど
）、
中

町
二
丁
目
地
区（
酒
田
産
業
会
館
）

問
市
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
都
市
計
画
係　

☎
２
６-

５
７
４
６

旧
阿
部
家
の
小
正
月
行
事
参
加
者
募
集

募

集

平
成
30
年
１
月
６
日
～
８
日
の

出
羽
遊
心
館
の
使
用
申
請

第
57
回
酒
田
市
教
育
委
員
会
科
学
賞

作
品
募
集

場
所
・
駐
車
場
／
申
込
時
に
確
認
し
て

く
だ
さ
い
▼
対
象
／
市
内
企
業
に
就
職

や
転
職
を
希
望
す
る
方
ま
た
は
本
市
で

起
業
を
検
討
し
て
い
る
方（
在
職
中
の

方
も
可
）で
、
セ
ミ
ナ
ー
を
全
日
程
受

講
可
能
な
方
▼
定
員
／
15
人（
最
少
催

行
人
数
４
人
）▼
申
し
込
み
／
同
協
議

会
事
務
局
へ 

☎
４
３-

１
５
５
５ 

5
２

３-

１
５
５
６ 

sakata-koyou2@
bz04.plala.or.jp

酒
田
市
雇
用
創
造
協
議
会

求
職
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生
募
集

日
時
／
２
月
４
日
㈯
午
後
１
時
～
５
日

㈰
正
午（
１
泊
２
日
。
た
だ
し
日
帰
り

で
の
参
加
も
可
）▼
場
所
／
日
向
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
酒
田
駅
か
ら
送
迎
バ

雪
か
き
道
場
in
酒
田
市
日
向

―
初
級
編
・
中
級
編
―
参
加
者
募
集

日
時
／
２
月
11
日
㈷
午
前
10
時
～
午
後

３
時
▼
場
所
／
旧
阿
部
家（
山
元
）▼
対

ス
あ
り
。
要
事
前
申
し
込
み
）▼
定
員

／【
①
初
級
】先
着
35
人 【
②
中
級
】先

着
15
人
▼
内
容
／
①
雪
か
き
の
基
礎
の

講
習 

②
命
綱
や
ロ
ー
プ
を
使
用
し
た

雪
下
ろ
し
の
講
習
▼
費
用
／
参
加
費
１

千
５
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
、
保
険
料

な
ど
）、
宿
泊
費
４
千
５
０
０
円（
食
事

代
、
入
浴
料
）▼
申
し
込
み
／
１
月
26

日
㈭
ま
で
日
向
地
域
支
え
合
い
活
動
実

行
委
員
会（
日
向
コ
ミ
セ
ン
内
）へ 

☎

６
４-

４
９
１
３

◆
詳
し
く
は
市
福
祉
課
地
域
福
祉
係  

☎
２
６-

５
７
３
１
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。


情
報
ボ
ッ
ク
ス
の
続
き
は
、
25
㌻
か

ら
で
す
。

象
／
市
内
の
小
学
生
と
保
護
者
▼
定
員

／
先
着
30
人
▼
内
容
／
梨
団
子
作
り
、

雪
中
田
植
え
、
ソ
リ
滑
り
、
塞
道
焼
き

な
ど
、
地
域
の
伝
統
的
な
行
事
や
昔
の

遊
び
を
体
験
▼
費
用
／
５
０
０
円（
昼

食
代
）▼
申
し
込
み
／
１
月
10
日
㈫
～

27
日
㈮
に
平
田
総
合
支
所
地
域
振
興
課

へ 

☎
５
２-

３
９
１
０

タイトル 開催日時

面接力アップセミナー １月12日㈭、13日㈮
午前９時30分～午後３時30分

スマートフォン用アプリ開発セミナー １月17日㈫～20日㈮
午前９時30分～午後４時30分

2Ｄ-Ｃ
キ ャ ド

ＡＤ（Ａ
オ ー ト

ｕｔｏＣ
キ ャ ド

ＡＤ）セミナー
―入門編―

１月24日㈫～27日㈮
午前９時30分～午後４時30分

女性のための再就職支援セミナー
１月30日㈪～２月１日㈬
午前９時～正午
◆無料託児有り（要事前申し込み）。

1

16

イ
ン
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日
時
／
１
月
29
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後

２
時
▼
集
合
／
旧
阿
部
家（
山
元
）▼
対

象
／
小
学
生
以
上（
小
学
生
は
保
護
者

同
伴
）▼
定
員
／
先
着
40
人
▼
内
容
／

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
使
用
し
た
田
沢
川
ダ

ム
周
辺
道
路
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
小
林

温
泉
で
昼
食
と
入
浴
▼
持
ち
物
／
防
寒

着
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ま
た
は
か
ん
じ
き

（
貸
し
出
し
可
）、ス
キ
ー
ス
ト
ッ
ク（
貸

し
出
し
可
）▼
費
用
／
中
学
生
以
上
１

千
５
０
０
円
、
小
学
生
１
千
円（
保
険

料
、
昼
食
代
、
入
浴
代
含
む
）▼
申
し

込
み
／
１
月
４
日
㈬
～
20
日
㈮
の
平
日

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
に
、

平
田
地
域
観
光
物
産
事
業
実
行
委
員
会

（
平
田
総
合
支
所
建
設
産
業
課
内
）へ 

☎
５
２-

３
９
１
５

雪
ん
子
目
ん
玉
ま
つ
り
参
加
者
募
集

期
日
／
１
月
29
日
㈰
▼
場
所
／
平
田
ス

キ
ー
場
▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
内
容

／
ス
キ
ー
大
会
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
大
会
、

バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
体
験
、
ス
ノ
ー
フ
ラ
ッ

グ
、
雪
上
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
▼
費

用
／
５
０
０
円（
保
険
料
な
ど
。
就
学

前
児
童
無
料
）▼
申
し
込
み
／
１
月
22

日
㈰
ま
で
申
込
書
を
直
接
ま
た
は
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
で
平
田
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

へ 

5
５
２-

３
５
１
６

◆
申
込
書
は
同
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
ほ
か

同
ま
つ
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
同
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
直
接
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

問
平
田
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー 

☎
５
２-

３
２
８
４

シ
ョコ
ラ
テ
ィ
エ
が
教
え
る
ひ
と
つ
上
の

モ
テ
チ
ョコ
作
り
教
室
参
加
者
募
集

日
時
／
２
月
５
日
㈰
午
前
９
時
～
▼
場

所
／
ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
▼
対
象

／
本
市
在
住
の
25
歳
～
40
歳
の
独
身
女

性
▼
定
員
／
先
着
20
人
▼
内
容
／
バ
レ

ン
タ
イ
ン
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
作
り
と
お
茶

会
▼
費
用
／
１
千
円（
材
料
費
な
ど
）▼

申
し
込
み
／
１
月
27
日
㈮
午
後
５
時
ま

で
直
接
ま
た
は
電
話
、
メ
ー
ル
で
平
田

総
合
支
所
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係
へ 

☎
５
２-

３
９
１
０ 

shinko-hirata@
city.sakata.lg.jp

◆
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
器
具
利
用
講
習
会

日
時
／
２
月
７
日
㈫
午
後
７
時
～
９
時
、

８
日
㈬
午
前
９
時
～
11
時
▼
場
所
／
ひ

ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／
高
校

生
以
上
▼
定
員
／
各
日
先
着
20
人
▼
持

ち
物
／
筆
記
用
具
、内
ズ
ッ
ク
▼
費
用

／
５
１
０
円
▼
申
し
込
み
／
講
習
会
開

催
日
の
前
日
ま
で
電
話
で
平
田
総
合
支

所
地
域
振
興
課
健
康
福
祉
係
へ 

☎
５
２-

３
９
１
１

ヨ
ー
グ
ル
ト
を
使
っ
た
メ
ニュ
ー
試
食
会

参
加
者
募
集

日
時
／
１
月
15
日
㈰
正
午
～
▼
場
所
／

八
森
温
泉
ゆ
り
ん
こ（
麓
）▼
対
象
／
ど

な
た
で
も
▼
定
員
／
先
着
30
人
▼
費
用

／
１
千
３
０
０
円（
食
材
費
）▼
申
し
込

み
／
１
月
９
日
㈷
ま
で
八
森
温
泉
ゆ
り

ん
こ
へ 

☎
６
４-

２
０
０
１

展

示

酒
田
市
美
術
館

☎
３
１-

０
０
９
５

月
曜
日
休
館
、月
曜
日
が
祝
日
の

場
合
は
翌
日
休
館

◆
常
設
展
Ⅰ［
１
月
４
日
㈬
～
２
月
12

日
㈰
］

◆
酒
田
大
火
40
年 

―
つ
な
ぐ
、
炎
の

記
憶
―［
１
月
29
日
㈰
ま
で
］

◆
没
後
25
年 

岸
洋
子
メ
モ
リ
ア
ル
特

別
展
示［
１
月
４
日
㈬
～
12
月
27
日
㈬
］

酒
田
市
立
資
料
館
☎
２
４-

６
5
4
4

月
曜
日
休
館
、月
曜
日
が
祝
日
の

場
合
は
翌
日
休
館

　

年
末
年
始
の
休
館
は
、
各
施
設
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

親子ふれあいサロンへどうぞ【1月の予定】
期　日 時　間 内　容 対象・定員 申し込み

１／10㈫ 10:30
～12:00

「おおきくな～れ」
身長・体重測定

就学前児童
と保護者 当日会場へ１／11㈬ 10:30

～11:00
「おはなしひろば」
絵本の読み聞かせ

１／12㈭
～17㈫の
平日

11:00
～11:20

「プレイランド」
たこ・こま作り
◆内容を変更する
場合有り。

１／24㈫ 10:00
～12:30

｢食育講座｣
クッキング離乳食p

パート
art4

講師／管理栄養士 
　　　星川陽子氏

生後6か月～
8か月の乳児
と保護者8組

１／10㈫
９:30～

１／26㈭ 10:30
～11:30

「あそびのおへや」
親子でハッピー！
リトミック
講師／加藤千鶴氏

2歳以上の就
学前児童と
保護者15組

問交流ひろば内、親子ふれあいサロン ☎26-5613

冬
の
田
沢
川
ダ
ム
と
温
泉
ツ
ア
ー

参
加
者
募
集
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◆
土
門
拳
自
選
作
品
展 

◆
風
貌［
１
月

４
日
㈬
～
４
月
16
日
㈰
］

◆
日
本
人
の
原
像［
１
月
４
日
㈬
～
３

月
３
日
㈮
］

◆
イ
ベ
ン
ト 

第
11
回「
わ
た
し
の
こ
の

一
枚
」写
真
展［
１
月
４
日
㈬
～
24
日

㈫
］

◆
１
月
４
日
㈬
か
ら「
お
年
賀
プ
レ
ゼ

ン
ト
」と
し
て
、
先
着
１
０
０
人
に
絵

は
が
き
３
枚
セ
ッ
ト（
干
支
帯
付
き
）を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

土
門
拳
記
念
館

☎
３
１-

０
０
２
８

月
曜
日
休
館
、月
曜
日
が
祝
日
の

場
合
は
翌
日
休
館

◆
佐
藤
光
治
作
品
展［
３
月
31
日
㈮
ま
で
］

ひ
ら
た

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

☎
５
２-

３
９
１
１

●
美
術
展
会
場

◆
若
き
激
情
の
画
家 

小
野
幸
吉［
１
月

７
日
㈯
～
２
月
20
日
㈪
］

【
同
展
館
長
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
】日
時
／
２
月
５
日
㈰
午
後
２
時
～

●
清
遠
閣
会
場

◆
後
期
収
蔵
品
展 

浮
世
絵
版
画
を
中

心
に［
１
月
７
日
㈯
～
２
月
20
日
㈪
］

本
間
美
術
館

☎
２
４-

４
３
１
１

さ
か
た
街
な
か

キ
ャ
ン
パ
ス

☎
２
３-

１
９
１
１

水
曜
日
休
館

◆
斎
藤
宏
之
写
真
展
２
０
１
５
―
２
０

１
６「
波は

濤と
う

」［
１
月
５
日
㈭
～
17
日
㈫
］

◆
平
成
28
年
度
酒
田
西
高
等
学
校
芸
術

コ
ー
ス〈
美
術
・
書
道
選
択
生
〉修
了
作

品
展［
１
月
21
日
㈯
～
29
日
㈰
］

◆
和
の
お
も
て
な
し「
水
引
工
芸
展
」

［
２
月
13
日
㈪
ま
で
］

【
常
設
】栄
華
を
誇
っ
た
本
間
家
の「
亀

笠
鉾
」（
入
場
無
料
）

酒
田
夢
の
倶
楽

「
華
の
館
」

☎
２
２-

１
２
２
３

旧
鐙
屋

☎
２
２-

５
０
０
１

◆
塞
道
の
幕
見［
１
月
15
日
㈰
ま
で
］

【
常
設
】竹
久
夢
二
美
術
館
、
新
田
嘉
一

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
現
代
雛

舞
娘
茶
屋 

雛
蔵
畫
廊

相
馬
樓

☎
２
１-

２
３
１
０

水
曜
日
休
館

山
王
く
ら
ぶ

☎
２
２-
０
１
４
６

【
常
設
】人
形
作
家 

辻
村
寿
三
郎
作「
さ

か
た
の
雛
あ
そ
び
」「
舞
妓
」

◆
晴
れ
の
美
―
北
前
船
が
運
ん
だ
す
て

き
な
美
術
工
芸
品
―［
１
月
６
日
㈮
～

29
日
㈰
］

【
常
設
】庄
内
の
民
芸
品

あ
い
お
い

工
藤
美
術
館

☎
０
９
０-

２
８
４
６-

６
８
４
６

金
曜
～
日
曜
日
、祝
日
開
館

日
時
／
１
月
24
日
㈫
午
後
４
時
～
７
時

▼
場
所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
対
象
／
本
市
、

三
川
町
、
庄
内
町
、
遊
佐
町
在
住
か
、

本
市
に
勤
務
先
の
あ
る
方
▼
定
員
／
先

着
６
人
▼
内
容
／
法
律
に
関
す
る
相
談

（
本
人
の
こ
と
に
限
る
。
申
込
時
に
相

談
の
概
要
と
住
所
、
氏
名
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）▼
相

談
員
／
海
野
寛
康
弁
護
士
▼
申
し
込
み

／
１
月
10
日
㈫
の
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
ま
で
、
電
話
で
市
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
市
民
相
談
室
へ 

☎
２
６-

５
７
２
６

相

談

無
料
法
律
相
談

日
時
／
１
月
27
日
㈮
午
後
１
時
～
４
時

（
受
け
付
け
は
３
時
30
分
ま
で
）▼
場
所

／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
相
談
員
／
尾
形
稔
弁

護
士（
示
談
、
あ
っ
せ
ん
も
可
）▼
申
し

込
み
／
当
日
会
場
へ

問
山
形
県
弁
護
士
会 

☎
０
２
３-

６
３

５-

３
６
４
８

日
弁
連
交
通
事
故
無
料
相
談

日
時
／
１
月
27
日
㈮
午
後
２
時
～
４
時

▼
場
所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
対
象
／
本
市

在
住
か
勤
務
先
の
あ
る
方
▼
定
員
／
先

着
４
人
▼
内
容
／
離
婚
問
題
、
養
育

無
料
法
律
相
談

費
・
慰
謝
料
問
題
な
ど（
一
人
30
分
程

度
。
申
込
時
に
相
談
の
概
要
と
住
所
、

氏
名
を
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
）▼
相
談
員
／
東
海
林
正
樹

弁
護
士
▼
申
し
込
み
／
１
月
４
日
㈬
～

６
日
㈮
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
に
市
子
育
て
支
援
課
家
庭
支
援
係

へ 

☎
２
６-

５
７
３
４

日
時
／
１
月
23
日
㈪
午
後
１
時
30
分
～

３
時
▼
場
所
／
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
▼

対
象
／
眠
れ
な
い
、
気
分
が
ふ
さ
ぐ
、

人
と
会
い
た
く
な
い
な
ど
で
お
悩
み
の

本
市
在
住
の
方
と
そ
の
家
族
で
専
門
医

に
通
院
し
て
い
な
い
方
▼
定
員
／
先
着

２
人
▼
相
談
員
／
精
神
科
医
師
▼
費
用

／
無
料
▼
申
し
込
み
／
１
月
20
日
㈮
ま

で
市
健
康
課
健
康
係
へ 

☎
２
４-

５
７

３
３

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

日
時
／
１
月
26
日
㈭
午
後
６
時
30
分
～

８
時
30
分
▼
場
所
／
浜
田
学
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
内
適
応
指
導
教

室（
ふ
れ
あ
い
教
室
）▼
対
象
／
不
登

校
・
不
登
校
傾
向
の
小
中
学
生
の
保
護

者
、
家
族
▼
内
容
／
参
加
者
全
員
で
の

話
し
合
い
▼
相
談
員
／
東
北
公
益
文
科

大
学
教
授 

國
眼
眞
理
子
氏
、
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
教
育
相
談
専
門
員
、

や
さ
し
い
心
の
窓
を
開
く
相
談
会

（
保
護
者
会
）

◆
お
ら
ほ
の
学
校
―
松
山
地
区
の
教
育

の
変
遷
―［
２
月
12
日
㈰
ま
で
］

【
真
下
慶
治
記
念
室
】真
下
慶
治 

国
内
風

景
展［
２
月
12
日
㈰
ま
で
］

松
山
文
化
伝
承
館
☎
６
２-

２
６
3
2

月
曜
日
休
館
、月
曜
日
が
祝
日
の

場
合
は
翌
日
休
館

1
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期
日
／
１
月
31
日
㈫
▼
場
所
／
県
立
鶴

岡
養
護
学
校
▼
対
象
／
身
体
的
な
発
育

や
知
的
な
発
達
な
ど
に
心
配
事
の
あ
る

就
学
前
児
童
と
保
護
者
▼
内
容
／
就
学

に
関
す
る
相
談（
１
時
間
10
分
程
度
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）▼
申
し
込
み
／

１
月
17
日
㈫
ま
で
山
形
県
教
育
セ
ン
タ
ー

へ 

☎
０
２
３-

６
５
４-

６
０
６
０

売
却
方
式
／
一
般
競
争
入
札
▼
入
札
公

示
／
１
月
10
日
㈫
▼
入
札
受
付
期
間
／

１
月
30
日
㈪
～
２
月
10
日
㈮
▼
開
札
日

／
２
月
23
日
㈭

問
山
形
財
務
事
務
所
管
財
課 

☎
０
２

３-

６
４
１-

５
１
７
６

国
有
地
を
売
却
し
ま
す

に
こ
に
こ
相
談

教
育
委
員
会
指
導
主
事
▼
申
し
込
み
／

在
籍
す
る
学
校
ま
た
は
市
学
校
教
育
課

指
導
係
へ 

☎
２
６-

５
７
７
５

◆
個
別
相
談
は
、
平
日
午
前
９
時
30
分

～
午
後
６
時
、
土
曜
日
午
前
９
時
30
分

～
午
後
０
時
30
分
に
教
育
相
談
室
へ 

☎
０
１
２
０-

７
８
３-

０
４
２
。

さ

か

た

情

報

ひ

ろ

ば

｜ 
国
・
県
・
市
民
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ 

｜

　

認
知
症
の
介
護
に
関
す
る
情
報
交
換

や
悩
み
の
共
有
を
通
じ
、
介
護
の
負
担

感
を
軽
減
す
る
会
で
す
。

日
時
／
１
月
14
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午

▼
場
所
／
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
内
容

／
認
知
症
に
関
す
る
相
談
や
情
報
交
換
、

介
護
者
交
流
会
な
ど
▼
費
用
／
無
料
▼

申
し
込
み
／
当
日
会
場
へ

問
庄
内
認
知
症
の
つ
ど
い
代
表
、
佐
藤

庄
内
認
知
症
の
つ
ど
い

☎
７
１-

２
１
３
０

所在地 面積 地目

亀ケ崎一丁目21-5 1,557.53㎡

宅地光ケ丘一丁目3-52 678.93㎡

光ケ丘二丁目53-2
外2筆 32,249.72㎡

【売却物件】酒
田
市
中
小
企
業
共
済
会
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い

　

市
内
の
個
人
事
業
主
お
よ
び
労
働
組

合
の
な
い
中
小
企
業
で
働
く
方
に
、
福

利
厚
生
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

内
容
／
人
間
ド
ッ
ク
・
が
ん
検
診
受
診

助
成
、
ピ
ロ
リ
菌
検
査
助
成
、
宿
泊
施

設
利
用
助
成
、
共
済
給
付
金（
出
産
祝

い
金
、
傷
病
見
舞
金
な
ど
）、
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
の
受
講
助
成
、
親
睦
交
流
会
の
開

日
時
／
２
月
５
日
㈰
午
前
８
時
30
分
～

午
後
３
時
30
分
▼
集
合
／
希
望
ホ
ー
ル

前
広
場
▼
対
象
／
雪
道
を
歩
け
る
方
な

ら
ど
な
た
で
も
▼
定
員
／
先
着
20
人
▼

内
容
／
氷
瀑
の
玉
簾
の
滝
の
散
策
と
山

里
の
昔
の
遊
び
▼
講
師
／
鳥
海
や
わ
た

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
協
会
会
員
▼
費
用

／
１
千
５
０
０
円（
昼
食
代
な
ど
）▼
申

し
込
み
／
１
月
29
日
㈰
ま
で
同
協
会
事

務
局
、
佐
々
木 

☎
０
９
０-

２
９
５
３-

５
０
２
２

催
な
ど
▼
費
用
／【
入
会
金
】１
人
５
０

０
円 【
月
会
費
】１
人
４
０
０
円

問
同
共
済
会 

☎
４
３-

０
７
４
３

氷
瀑
の
玉
簾
と「
滝
の
里
」冬
満
喫

体
験
参
加
者
募
集

日
時
／
１
月
17
日
㈫
午
後
１
時
30
分
～

３
時
▼
場
所
／
酒
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー（
相
生
町
二
丁
目
）▼
対
象
／

高
齢
者
の
生
活
支
援
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
興
味
の
あ
る
60
歳
以
上
の
方
▼
定
員

／
先
着
15
人
▼
講
師
／
行
政
書
士 

石
井

範
子
氏
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／

１
月
12
日
㈭
ま
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ 
☎
２
２-

３
３
４
４

シ
ニ
ア
の
生
活
支
援
講
習
会
―
大
切
な

財
産
を
守
る
た
め
に
―
参
加
者
募
集

物
件
／
宅
地
、
建
物
な
ど
▼
物
件
明
細

不
動
産
競
売
の
お
知
ら
せ

物
件
／
宅
地
、
建
物
な
ど
▼
物
件
明
細

書
閲
覧
期
間
／
１
月
16
日
㈪
～
３
月
９

日
㈭
▼
閲
覧
場
所
／
山
形
地
方
裁
判
所

鶴
岡
支
部
１
階
閲
覧
室
▼
入
札
期
間
／

３
月
２
日
㈭
～
９
日
㈭
午
後
５
時
▼
入

札
場
所
／
同
支
部
１
階
執
行
官
室

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（http://bit.sikkou.

jp/

）で
も
物
件
情
報
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
同
支
部
書
記
官
室
執
行
係 

☎
０
２

３
５-

２
３-

６
６
７
６

不
動
産
競
売
の
お
知
ら
せ

書
閲
覧
期
間
／
１
月
５
日
㈭
～
２
月
23

日
㈭
▼
閲
覧
場
所
／
山
形
地
方
裁
判
所

酒
田
支
部
１
階
閲
覧
室
▼
入
札
期
間
／

２
月
16
日
㈭
～
23
日
㈭
午
後
５
時
▼
入

札
場
所
／
同
支
部
１
階
執
行
官
室

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（http://bit.sikkou.

jp/

）で
も
物
件
情
報
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
同
支
部
書
記
官
室
執
行
係 

☎
２
３-

１
２
４
６

日
時
／
１
月
16
日
㈪
午
後
５
時
～
▼
場

所
／
ホ
テ
ル
リ
ッ
チ
ア
ン
ド
ガ
ー
デ
ン

酒
田（
若
竹
町
一
丁
目
）▼
対
象
／
ど
な

た
で
も
▼
内
容
／
産
経
新
聞
大
阪
本
社

編
集
委
員 

石
野
伸
子
氏
に
よ
る
講
演

「
九
転
十
起
の
女 

広
岡
浅
子
伝
」
▼
費

用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
当
日
会
場
へ

問（
公
社
）酒
田
法
人
会 

☎
２
６-

４
７

７
２

酒
田
法
人
会
新
春
講
演
会
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日
時
／
１
月
22
日
㈰
午
前
10
時
～（
９

時
30
分
集
合
）▼
場
所
／
市
武
道
館
▼

費
用
／
一
般
１
千
５
０
０
円
、
高
校
生

以
下
５
０
０
円（
昼
食
代
な
ど
）▼
申
し

込
み
／
当
日
会
場
へ

問
日
本
棋
院
酒
田
支
部
、
堀 

☎
２
３-

２
０
９
２

新
春
酒
田
市
民
囲
碁
大
会

日
時
／
１
月
21
日
㈯
午
後
1
時
30
分
～

３
時
▼
場
所
／
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
▼

対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
定
員
／
先
着
30

人
▼
内
容
／
エ
コ
住
宅
の
新
築
・
リ
フ

ォ
ー
ム
の
ポ
イ
ン
ト
の
紹
介
▼
講
師
／

エ
コ
住
宅
基
礎
講
座
in
酒
田

参
加
者
募
集

日
時
／
１
月
14
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後

１
時
▼
場
所
／
里
仁
館
▼
対
象
／
小
学

生
以
下
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
▼
内

容
／
餅
つ
き
、
昔
遊
び
な
ど
の
旧
正
月

体
験
な
ど
▼
持
ち
物
／
上
履
き
、
ど
ん

ぶ
り
、
箸
、
防
寒
着
▼
費
用
／
１
人
３

０
０
円（
２
歳
以
下
無
料
。
当
日
持
参
）

▼
申
し
込
み
／
１
月
12
日
㈭
ま
で
里
仁

館
へ 

☎
６
１-

４
３
６
１

里
仁
館「
冬
の
お
も
し
ろ
広
場
」

参
加
者
募
集

　

大
正
13
年
に
当
時
の
松
嶺
小
学
校
に

寄
贈
さ
れ
て
か
ら
、
地
域
で
大
切
に
守

ら
れ
て
き
た
ピ
ア
ノ
の
音
色
と
共
に
美

し
い
歌
声
を
届
け
ま
す
。

日
時
／
１
月
15
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～

３
時
▼
場
所
／
松
山
文
化
伝
承
館
▼
出

演
／
関
矢
順
氏
、
関
矢
基
博
氏
、
光
国
寺

菊
栄
氏
、
里
仁
館
コ
ー
ラ
ス
▼
費
用
／

無
料（
入
館
料
別
途
）▼
申
し
込
み
／
当

日
会
場
へ

問
松
山
文
化
伝
承
館 

☎
６
２-

２
６
３
２

日
時
／
１
月
７
日
㈯
午
前
９
時
30
分
～

正
午
▼
場
所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
内
容
／

借
金
問
題
、
相
続
問
題
、
認
知
症
、
高

齢
者
な
ど
の
財
産
管
理
の
問
題
、
成
年

日
時
／
２
月
４
日
㈯
午
前
９
時
30
分
～

正
午
▼
場
所
／
八
森
温
泉
ゆ
り
ん
こ

日
時
／
１
月
29
日
㈰
午
前
11
時
30
分
～

午
後
１
時
▼
場
所
／
一
條
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
内

容
／
打
ち
た
て
、
ゆ
で
た
て
の
手
打
ち

そ
ば
の
会
食
▼
費
用
／
５
０
０
円（
食

材
費
）▼
申
し
込
み
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
ぶ

き
、
小
野 

☎
０
８
０-

６
０
４
８-

６
５

４
１ 

ibuki.npo@
gm

ail.com
◆
そ
ば
打
ち
体
験
も
可（
材
料
代
５
０

０
円
別
途
）。問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

第
15
回
ホ
ッ
ト
ほ
っ
と
コ
ン
サ
ー
ト

く
ら
し
の
無
料
相
談
所「
お
金
の
ト

ラ
ブ
ル・
相
続
・
成
年
後
見
相
談
所
」

後
見
制
度
の
活
用
な
ど（
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
）▼
相
談
員
／
行
政
書
士
▼
費

用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
当
日
会
場
へ

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
庄
内
、

佐
藤 

☎
３
３-

４
３
７
８

手
打
ち
そ
ば
会
食「
ふ
れ
あ
い
交
流
会
」

お
や
こ
で
ふ
ゆ
の
し
ぜ
ん
あ
そ
び

参
加
者
募
集

日
時
／
１
月
22
日
㈰
午
前
10
時
～
11
時

30
分
▼
場
所
／
県
立
鳥
海
学
園（
遊
佐

町
）▼
内
容
／
雪
遊
び
を
楽
し
も
う
！

（
荒
天
時
は
豆
ま
き
ゲ
ー
ム
）▼
対
象
／

発
達
が
気
に
な
る
幼
児
～
小
学
生
と
保

護
者
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
１

月
18
日
㈬
ま
で
鳥
海
学
園
へ 

☎
７
５-

３
３
３
４ 

5
７
５-

３
８
７
２

日
時
・
場
所
／
１
月
10
日
㈫
午
後
２
時

～
３
時
・
泉
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災

セ
ン
タ
ー
、25
日
㈬
午
後
２
時
～
３
時・

港
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
▼
対

象
／
ど
な
た
で
も
▼
内
容
／
血
圧
、
体

日
時
／
１
月
22
日
㈰【
午
前
の
部
】午
前

９
時
30
分
～
11
時
30
分 

【
午
後
の
部
】

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
▼
対
象
／

同
セ
ン
タ
ー
へ
の
入
校
希
望
者
▼
内
容

／
金
属
技
術
科
に
関
す
る
概
要
説
明
お

よ
び
施
設
内
見
学
、
体
験
実
習
な
ど
▼

費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
同
セ
ン
タ
ー
へ 

☎
３
１-

２
７
０
０

す
て
っ
ぷ
遊
び
の
ひ
ろ
ば

ま
ち
か
ど
健
康
チ
ェ
ッ
ク

県
立
庄
内
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

す
ま
い
る
の
催
し

【
す
ま
い
る
名
作
映
画
鑑
賞
会
】期
日
・

内
容
／
１
月
４
日
㈬
・「
男
は
つ
ら
い

よ
」、
11
日
㈬
・（
洋
画
）「
荒
野
の
ガ
ン

マ
ン
」、
18
日
㈬
・「
八
甲
田
山
」、
25

日
㈬
・（
洋
画
）「
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
モ

ダ
ン
タ
イ
ム
ス
」▼
時
間
／
午
後
１
時

30
分
～
▼
費
用
／
無
料

【
す
ま
い
る
楽
し
い
パ
ソ
コ
ン
教
室
１

月
生
募
集
】対
象
／
全
く
初
め
て
の
方

▼
定
員
／
４
人
▼
費
用
／
４
千
円（
資

料
代
）▼
内
容
・
申
し
込
み
／
カ
フ
ェ

す
ま
い
る
、
齋
藤 

☎
０
８
０-

３
５
２

６-

６
１
４
７

（
麓
）▼
対
象
／
小
学
生
以
下
の
親
子
、
中

学
生
▼
定
員
／
先
着
10
組
▼
内
容
／
雪

の
中
で
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
、
貼
り

絵
、
読
み
聞
か
せ
な
ど
▼
費
用
／
中
学

生
以
上
６
０
０
円
、
小
学
生
以
下
３
０
０

円（
２
歳
以
下
無
料
）▼
申
し
込
み
／
１

月
31
日
㈫
ま
で
イ
ヌ
ワ
シ
の
森
倶
楽
部
、

高
橋 

☎
０
９
０-

８
８
５
６-

６
４
９
２ 

tom
ow

ashi@
apost.plala.or.jp

脂
肪
・
内
臓
脂
肪
、
血
管
年
齢
の
測
定

▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
当
日
会

場
へ

問
本
間
病
院
友
の
会 

☎
２
６-

６
６
３
１

1

28

イ
ン



　

施
設
な
ど
に
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

種
類（
色
）／
赤
色
、
桃
色
、
青
色
、
緑

色
、
黄
色
そ
れ
ぞ
れ
２
個
ず
つ
▼
サ
イ

ズ
／
高
さ
４
㍍
、
直
径
60
セ
ン
チ
㍍
▼

費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
畠
中 

☎

７
７-

３
３
１
４

仙
台
の
七
夕
飾
り
を
貸
し
出
し
ま
す

期
日
／
①
１
月
13
日
㈮ 

②
27
日
㈮
▼

時
間
／
午
前
10
時
～
正
午
▼
場
所
／
Ｊ

Ａ
庄
内
み
ど
り
酒
田
ひ
が
し
支
店（
手

蔵
田
）▼
対
象
／
本
市
在
住
の
方
▼
定

員
／
各
回
先
着
30
人
▼
内
容
／
①
認
知

症
高
齢
者
の
接
し
方
、
介
護
技
術
研
修

（
移
乗
）、
転
倒
予
防
体
操
の
実
践 
②

転
倒
予
防
体
操
の
実
践
、
尿
失
禁
予
防
、

体
力
測
定
▼
費
用
／
２
０
０
円（
資
料
代
）

▼
申
し
込
み
／
①
１
月
10
日
㈫ 

②
25

日
㈬
ま
で
Ｊ
Ａ
庄
内
み
ど
り
福
祉
課
内

す
け
っ
と
み
ど
り
事
務
局
へ 

☎
２
４-

５

４
１
１ 

5
２
４-

５
４
１
３ 

noriko- 
doi@

ja.m
idorinet.or.jp 

◆
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

地
域
で
何
か
を
し
た
い
あ
な
た
へ

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
元
気
塾
参
加
者
募
集

受
付
時
間
／
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
▼
場
所
／
同
相
談
室（
山
形

市
）▼
受
け
付
け
方
法
／
直
接
ま
た
は

電
話
▼
電
話
番
号
／
０
２
３-

６
２
８-

５
１
５
９

　

不
動
産（
土
地
、
建
物
）の
所
有
者
の

死
亡
に
伴
う
相
続
は
、
不
動
産
の
所
在

地
を
管
轄
す
る
法
務
局
へ
の
登
記
が
必

要
で
す
。
長
期
間
登
記
し
な
い
と
さ
ま

ざ
ま
な
弊
害
が
あ
り
ま
す
。

　

早
め
に
相
続
登
記
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
司
法
書
士
・

土
地
家
屋
調
査
士
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

問
山
形
地
方
法
務
局
酒
田
支
局 

☎
２

５-

２
２
２
１

次
代
に
つ
な
ぎ
、未
来
に
つ
な
ぐ
相
続
登
記

―
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
―

新 刊 紹 介

　正月飾り、つまかけぞ
うり、猫つぐら…。ワラ
を使った生活用具・飾り
物・縁起物の中から、ワ
ラの温かみや美しさを伝
え、現代の暮らしの中に
も取り入れられる作品を
16種選び、そのつくり方
を詳細な手順写真で紹介
する。

　キーラン・ウッズは中
学２年生。まわりの人か
らは「バカ」「低能」と
言われるが、観察眼が鋭
く、天才的に絵がうま
い。キーランは川に死体
が浮いているのを発見す
る。警察は事故だと言う
が、殺人事件だと思った
キーランは…。

つくって楽しむわら工芸 スマート　 キーラン・ウッズの事件簿 十二支のおもちつき
瀧本広子／編　大浦佳代／取材・執筆　
農村漁村文化協会

キム・スレイター／作　武富博子／訳
評論社

すとうあさえ／さく　早川純子／え
童心社

　今年もそろそろおしま
いです。夜遅くにやって
きた、お腹をすかせたね
ずみに、おじいさんとお
ばあさんは、もちつき用
のもちごめをわけてあげ
ました。次の日、ねずみ
がやってきて、もちつき
を手伝ってくれることに…。
 ○C ＴＲC

一般図書 中高生向け 児童絵本

山
形
大
学
医
学
部
付
属
病
院

が
ん
患
者
相
談
室
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

期
日
／
１
月
14
日
㈯
、
15
日
㈰
▼
場
所

／
市
国
体
記
念
体
育
館
▼
対
戦
カ
ー
ド

／【
14
日
】午
後
１
時
～
Ｇ
Ｓ
Ｓ
東
京
サ

ン
ビ
ー
ム
ズ 

ＶＳ 

群
馬
銀
行
グ
リ
ー
ン

ウ
イ
ン
グ
ス
、午
後
３
時
～
プ
レ
ス
テ
ー
ジ・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
ラ
ン
マ
ー
レ 

ＶＳ 

ブ
レ
ス
浜
松 

【
15
日
】正
午
～
ト
ヨ

２
０
１
６
／
１
７
Ⅴ・
チ
ャ
レ
ン
ジ
リ
ー
グ
Ⅱ 

女
子
酒
田
大
会 

１
月
大
会

（
一
社
）新
木
造
住
宅
技
術
研
究
協
議
会 

会
沢
健
二
氏
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込

み
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
環
境
ネ
ッ
ト
や
ま
が
た
へ 

☎
０
２
３-

６
７
９-

３
３
４
０ 

eny@
chive.ocn.ne.jp

タ
自
動
車
ヴ
ァ
ル
キ
ュ
ー
レ 

ＶＳ 

ブ
レ
ス

浜
松
、
午
後
２
時
～
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
ラ
ン
マ
ー
レ 

ＶＳ 

大
阪
ス
ー
ペ
リ
ア
ー
ズ
▼
入
場
料

（
前
売
り
。
か
っ
こ
内
は
当
日
券
。
全
席

自
由
）／
一
般
１
千
５
０
０
円（
２
千
円
）、

中
学
・
高
校
生
８
０
０
円（
１
千
円
）、

小
学
生
５
０
０
円（
当
日
券
も
同
じ
）▼

チ
ケ
ッ
ト
／
Ⅴ
リ
ー
グ
チ
ケ
ッ
ト
、
同

体
育
館
内（
公
財
）酒
田
市
体
育
協
会
、

㈲
と
が
し
ス
ポ
ー
ツ
、
㈲
ア
テ
ネ
ス
ポ
ー

ツ
、
㈱
サ
ン
ラ
イ
ズ
ス
ポ
ー
ツ
、
三
川

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
発
売
中 

◆
第
１
試
合
の
経
過
に
よ
っ
て
は
、
第

２
試
合
の
開
始
時
刻
が
遅
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す（
早
ま
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

問
酒
田
地
区
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
チ
ャ

レ
ン
ジ
リ
ー
グ
Ⅱ
女
子
酒
田
大
会
チ
ケ
ッ

ト
担
当
窓
口
、
伊
藤 

☎
０
９
０-

９
５

３
９-

２
０
５
５

29 酒田市広報　私の街さかた　2017.1.1

情報ボックス／さかた情報ひろば



各種相談窓口、休日診療所の情報はここでチェック。
庄内のイベント情報も併せてご覧ください。

30

庄

内

広

域

広

報

は

こ

ん

ん

た

な

1月の各種相談 ひとりで悩まずにご相談ください。

日
時
／
1
月
15
日
㈰
午
前
10
時
30
分
～
▼
場
所

／
マ
ル
チ
ド
ー
ム
「
ふ
れ
ん
ど
り
ぃ
」
▼
内
容

／
寒
鱈
と
草
ふ
ぐ
を
み
そ
味
で
煮
込
ん
だ
「
鱈

ふ
く
汁
」
の
販
売
、
出
店
、
餅
つ
き
体
験
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
▼
費
用
／
当
日
セ
ッ
ト
券
１
千

４
０
０
円
（
鱈
ふ
く
汁
券
、
た
こ
め
し
券
、
お

買
い
物
券
３
０
０
円
分
、
抽
選
券
付
き
）

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
遊
佐
鳥
海
観
光
協
会 

☎
７

２-

５
６
６
６

遊 佐 町

ゆ
ざ
町
鱈た
ら
ふ
く
ま
つ
り

日
時
／
1
月
29
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
2
時
▼

場
所
／
い
ろ
り
火
の
里
な
の
花
ホ
ー
ル
▼
内
容

／
あ
っ
た
か
屋
台
村
、
特
産
品
販
売
な
ど
▼
費

用
／
入
場
無
料
（
お
得
な
前
売
り
券
有
り
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
）

 

問
三
川
町
観
光
協
会 

☎
０
２
３
５-

６
６-

４

６
５
６

三 川 町

第
14
回
み
か
わ・

あ
っ
た
か
冬
ま
つ
り

日
時
／
1
月
15
日
㈰
午
前
10
時
30
分
～
午
後
3

時
▼
場
所
／
鶴
岡
銀
座
商
店
街
特
設
会
場
▼
内

容
／
寒
鱈
汁
の
販
売
、
日
本
海
荒
波
太
鼓
、
お

き
つ
ね
は
ん
ま
つ
り
、
新
潟
・
北
茨
城
・
秋
田
・

石
巻
の
観
光
物
産
展

問
同
ま
つ
り
実
行
委
員
会 

☎
０
２
３
５-

２

2-

2
2
0
2

鶴 岡 市

日
本
海
寒
鱈
ま
つ
り

　

小
中
学
生
の
子
ど
も
た
ち
が
、
冷
水
を
浴
び
、

集
落
内
を
練
り
歩
き
ま
す
。
同
時
に
高
校
生
以

上
の
若
者
に
よ
る
お
百
度
参
り
も
行
わ
れ
ま
す
。

東
北
の
奇
祭
と
し
て
全
国
的
に
も
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
日
時
／
1
月
15
日
㈰
午
後
1
時
～
▼
場

所
／
千
河
原
八
幡
神
社

問
庄
内
町
観
光
協
会 

☎
4
2-

2
9
2
2

庄 内 町

東
北
の
奇
祭
！
や
や
祭
り

虐待かもと思ったら…
すぐにお電話をください

眠れない…は心の
SOS―一人で悩まず相談を―

☎市相談窓口電話番号

26-5734
☎児童相談所全国共通ダイヤル

189 いちはやく
◆連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。
◆�全国共通ダイヤルはお住まいの地域の児童相
談所につながります。

QRコード

児童相談所や市相談窓口では、出
産・子育てに関する相談をなんでも受
け付けています。気になることはぜひご
連絡ください。

市健康課�☎24-5733
八幡総合支所地域振興課
☎64-3113
松山総合支所地域振興課
☎62-2611
平田総合支所地域振興課
☎52-3911
庄内総合支庁地域保健福祉課
☎0235-66-4931
◆�平日の午前8時30分〜
　　　　　　　　��午後5時15分

こころの相談窓口

酒田市休日診療所 1月の診療日

1月の診療日は、1日㈷、2日（振休）、3日㈫、8日㈰、
9日㈷、15日㈰、22日㈰、29㈰です。

▼診療時間／午前9時〜正午、午後1時30分〜5時

▼診療受付時間／午前8時30分〜11時30分、午後1時〜4時30分
　（ただし午前11時30分〜午後1時でも急患は受け付けます）

▼場所／船場町二丁目1-31 市民健康センター別館

▼電話／21-5225（診療日のみ）

▼平日の問い合わせ／市健康課健康係 124-5733
◆年始の休日歯科診療当番に関しては、本紙平成28年12月16日
　号5㌻を参照してください。

※急病や軽いけがのときにおいでください。
※保険証を忘れずにお持ちください

項目 日時（祝日を除く） 場所／問い合わせ

市民生活相談
月～金曜日／
8:30～17:15

（12：00～13：00を除く）

市役所6階、市民相談室
☎26-5760

消費生活相談 月～金曜日／
8:30～17:15

市役所6階、市消費生活センター
☎26-5761

多重債務相談 月～金曜日／
8:30～17:15

市役所6階、市消費生活センター
☎26-6266

山形財務事務所
借金返済に関する
相談窓口

月～金曜日／
8:30～16:30

（祝日・年末年始除く）

山形財務事務所1階理財課（山形
市）［相談専用電話］
☎023-641-5201

いのちの110番 月～金曜日／
8:30～17:15

市役所6階、市民相談室
☎26-6236

人権相談

10日㈫、24日㈫／
9：30～12：00

市役所6階、市民相談室
☎26-5760

10日㈫／
9：00～12：00

ひらたタウンセンター
☎52-3910

人権相談
（人権擁護委員駐在日）

月・木曜日／
9:00～16:00

山形地方法務局酒田支局（上安町）
☎25-2221

行政相談

17日㈫／
13：30～15：00

市役所6階、市民相談室
☎26-5760

18日㈬／
13：30～15：00

松山健康福祉センター
☎62-2611

10日㈫／
9：00～12：00

ひらたタウンセンター
☎52-3910

女性のための相談 月～金曜日／
9:00～16:00 交流ひろば1階 ☎26-5616

年金相談
月～金曜日／
8：30～17：15

（祝日、年末年始除く）

街角の年金相談センター酒田
（鶴岡年金事務所）
☎0235-23-5040

交通事故相談 月～金曜日／
9:00～16:00

庄内総合支庁内1階、山形県交通
事故相談所庄内支所
電話相談可。無料弁護士相談もあ
ります。 ☎0235-66-5452

教育相談 月～金曜日／9:30～18:00
土曜日／9：30～12：30

総合文化センター2階、教育相談室 
70120-783-042

項目 日時（祝日を除く） 場所／問い合わせ

青少年相談 月～金曜日／
9:30～16:30

中町庁舎4階、市青少年指導センター
☎24-2901

心配ごと相談 17日㈫、31日㈫／
9：00～12：00

地域福祉センター（新橋二丁目） 
☎23-5765

生活困窮者
自立支援相談

月～金曜日／
8：30～17：15

（祝日・年末年始除く）

地域福祉センター（新橋二丁目）内、
生活自立支援センターさかた
☎25-0350 524-6299
jiritsu@sakata-shakyo.or.jp

若者の就職・転職・
仕事の悩み相談

月～土曜日／
10：00～18：00

酒田産業会館1階、山形県若者就
職支援センター庄内プラザ
70120-219-766

内職の相談 月～金曜日／
9：00～16：00

酒田産業会館1階、市商工港湾課
☎26-5757

労働相談（社会保
険労務士駐在日）

原則金曜日／
13：00～16：30

庄内総合支庁2階、庄内総合支庁
地域産業経済課
☎0235-66-5491

身体障がい者
更生相談

第2・第4水曜日／
13:00～15:00

市身体障害者福祉センター
☎26-3715

精神保健福祉相談
4日㈬／
10：00～12：00（要予約）
◆次回2月6日㈪。

酒田農業技術普及課
（若浜コミセン東隣）
問庄内保健所 ☎0235-66-4931

女性の健康相談 月～金曜日（祝日除く）／
8：30～17：15

庄内総合支庁1階、庄内保健所子
ども家庭支援課
問庄内保健所 ☎0235-66-5653

ひきこもり相談 24日㈫／
13:30～15:30（要予約）

庄内総合支庁1階、庄内保健所地
域保健福祉課相談室
問庄内保健所 ☎0235-66-4931

エイズ・性器クラミ
ジア感染症、Ｂ型
肝炎およびC型肝
炎個別相談・検査

［相談］
月～金曜日（祝日除く）／
8：30～17：15

［検査］毎週火曜日／
9：30～12:00（要予約）

庄内総合支庁2階、庄内保健所保
健企画課健康相談室
問庄内保健所 ☎0235-66-4920
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酒田市中町にぎわい健康プラザ
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ボイス オブ アランマーレ／市役所へ行こう

　

4
か
月
ぶ
り
の
当
コ
ー
ナ
ー
で

ご
案
内
す
る
の
は
、
市
役
所
６
階

と
７
階
。
市
民
生
活
や
市
の
財
政
、

農
林
水
産
業
に
議
場
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
に
関
わ
る
部
署
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。

市
役
所
の
最
上
階
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
ど
う
ぞ



ゴ
ボ
ウ
は
、
し
っ
か
り
と
地
中
に
根

を
張
る
こ
と
か
ら
「
家
族
や
家
業
の

安
泰
」「
細
く
長
く
幸
せ
を
願
う
」

な
ど
の
願
い
が
込
め
ら
れ
、
ゴ
ボ
ウ

を
使
っ
た
料
理
が
お
せ
ち
料
理
と
し

て
、
食
卓
に
並
び
ま
す
。
お
め
で
た

い
お
正
月
に
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

常
備
菜
と
し
て
日
頃
か
ら
い
た
だ
き

た
い
も
の
で
す
ね
。

金
平
ご
ぼ
う

Burdock

田
作
り
は
、
乾
い
り
し
た

後
に
、酒
と
砂
糖
で
い
り

合
わ
せ
、下
味
を
つ
け
て

も
お
い
し
い
で
す
。

ゴボウ·· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · 200㌘
ニンジン·· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · 80㌘
田作り·· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · 15㌘
サラダ油·· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·大さじ1
【A】砂糖：大さじ1····しょうゆ：大さじ1
　　·酒：大さじ2
白ゴマ·· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·適量

❶田作りは、フライパンで乾いりし、クッキングペーパ
ーの上で広げて冷ましておく。
❷ゴボウは、たわしでよくこすって洗い、長さ3㌢～4㌢
のやや太目の千切りにする。水にさっと浸し、水
気をきる。ニンジンもゴボウ同様に千切りにする。

❸鍋に油を熱し、ゴボウ、ニンジンの順に入れて炒
める。全体に油が回ってしんなりしたら、Ａを加え
てよく混ぜ、❶を加え汁気が無くなるまで炒める。
❹器に盛って白ゴマを振って出来上がり。

材料� 4人分

作り方

旬
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
を

酒
田
市
食
生
活
改
善
推
進
員
が
ご
紹
介
し
ま
す
。
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ポ イ ン ト

育
児
の
ス
ト
レ
ス

東
北
公
益
文
科
大
学
教
授

國
眼 

眞
理
子·

先
生

M
ariko K

okugan
　

育
児
休
業
取
得
率
（
平
成
27
年
度
雇

用
均
等
基
本
調
査
）
２
・
65
㌫
、
取
得

期
間
は
１
日
～
５
日
が
４
割
と
、
育
児

へ
の
男
性
参
加
率
は
ま
だ
低
い
の
で
す

が
、
若
い
世
代
を
中
心
に
、
夫
婦
で
育

児
や
家
事
を
担
お
う
と
い
う
意
識
は
だ

い
ぶ
浸
透
し
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
テ
レ
ビ
で
「
イ
ク

メ
ン
ブ
ル
ー
」、
つ
ま
り
仕
事
や
家
事・

育
児
に
一
生
懸
命
に
関
わ
ろ
う
と
し
た

結
果
、
心
に
不
調
を
来
し
た
男
性
の
例

が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
放
映
後
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
書
き
込
み
は
賛
否

両
論
。中
に
は「
女
性
が
育
児
ノ
イ
ロ
ー

ゼ
に
な
る
と
母
親
失
格
と
非
難
さ
れ
る

の
に
、
甘
え
て
い
る
」「
女
性
は
み
ん

な
そ
う
い
う
思
い
を
し
て
や
っ
て
い

る
」
な
ど
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、

男
性
が
家
事
や
育
児
に
積
極
的
に
関
わ

ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
自
体
は
前
進
で

す
。
た
だ
仕
事
も
家
事
も
育
児
も
完
璧

に
や
ろ
う
す
る
と
、
自
分
の
時
間
が
持

て
な
か
っ
た
り
、
睡
眠
不
足
に
陥
っ
た

り
と
、
心
身
と
も
に
疲
労
し
て
両
立
が

難
し
い
こ
と
は
父
親
も
母
親
も
同
じ
で

す
。

「
イ
ク
メ
ン
」
を
自
認
し
て
い
た
マ
ー

ち
ゃ
ん
の
パ
パ
も
、
こ
の
と
こ
ろ
帰
り

が
遅
く
、
朝
早
く
出
掛
け
て
行
く
の
で
、

以
前
の
よ
う
な
分
担
が
ま
ま
な
り
ま
せ

ん
。フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
の
マ
マ
も
、マ
ー

ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
相
談
し
た
く
て
も
時

間
が
な
く
、
育
児
や
家
事
の
負
担
が
自

分
一
人
の
肩
に
か
か
っ
て
少
々
疲
れ
気

味
で
す
。

　

共
働
き
世
帯
が
増
え
た
今
、
互
い
に

疲
労
感
や
無
力
感
に
陥
ら
な
い
よ
う
に

す
る
に
は
「
言
わ
な
く
て
も
わ
か
る
は

ず
」
で
は
な
く
「
こ
れ
を
や
っ
て
く
れ

る
と
助
か
る
な
」「
や
っ
て
お
く
よ
」

と
声
を
掛
け
合
い
、
家
事
や
育
児
に
完

璧
を
求
め
ず
、
少
々
下
手
で
も
認
め
合

い
、
多
少
の
手
抜
き
を
す
る
こ
と
も
よ

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

問
市
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
支
援
係

☎
2
6
－
5
7
3
5
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企業の概要
沿　　革

商　　号
資 本 金
住　　所
電　　話
代 表 者
従業員数
事業内容

ホームページ

昭和21年1月根上家具製作所として
創業、昭和53年根上家具工業株式
会社に組織変更、平成6年1月酒田
市広野に新築移転および商号を現
商号に変更、平成9年11月仙台営
業所開設、平成28年10月本社を京
田西工業団地に新築移転
株式会社インテルノ
2,000万円
酒田市京田四丁目２番地１
☎31-3155
代表取締役 佐藤信勝
23人
特注家具・什器の設計製作
店舗内装・設計施工
http://www.interno.co.jp/

45

市
内
企
業
の
優
れ
た
技
術
力
や
製
品
、 

サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

設
計
監
理

佐
藤
一
人
さ
ん

地
方
に
い
な
が
ら
都
市
部
と
勝
負

で
き
る
こ
と
が
魅
力
の
一
つ

株
式
会
社 

イ
ン
テ
ル
ノ

本社（京田工場）

特
注
家
具
の
設
計
か
ら
塗
装
ま
で

　

当
社
は
公
共
施
設
の
特
注
家
具
や
、

店
舗
な
ど
に
あ
る
カ
ウ
ン
タ
ー
や
什※

じ
ゅ
う
き器

の
設
計
製
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。
製
品

は
一
品
物
で
あ
る
た
め
、
お
客
さ
ま
の

依
頼
内
容
に
合
わ
せ
、
木
材
だ
け
で
な

く
、
布
や
金
属
、
さ
ら
に
は
ガ
ラ
ス
や

人
工
大
理
石
な
ど
か
ら
ふ
さ
わ
し
い
素

材
を
選
定
し
製
作
し
ま
す
。
そ
の
後
、

図
面
を
基
に
職
人
が
手
作
業
で
加
工
し
、

組
み
立
て
を
し
ま
す
。
最
後
に
ク
リ
ー

ン
ル
ー
ム
仕
様
の
ブ
ー
ス
で
の
塗
装
や
、

温
度
・
気
圧
管
理
の
下
で
乾
燥
さ
せ
、

よ
り
一
層
美
し
い
製
品
に
仕
上
げ
ま
す
。

唯
一
無
二
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
創つ

く

り
出
す

　

私
の
仕
事
は
特
注
家
具
の
設
計
監
理

で
す
。
お
客
さ
ま
の
依
頼
か
ら
家
具
の

図
面
を
考
え
、
工
程
表
を
作
成
し
、
現

場
に
設
置
す
る
ま
で
が
私
の
仕
事
で
す
。

大
切
な
こ
と
は
、
い
か
に
快
適
に
使
用

で
き
、
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
デ
ザ
イ
ン
に

す
る
か
で
す
。
お
客
さ
ま
の
依
頼
内
容

か
ら
、
大
き
さ
や
色
だ
け
で
な
く
、
素

材
は
何
が
一
番
適
切
か
、
ま
た
ど
の
素

材
の
組
み
合
わ
せ
が
マ
ッ
チ
す
る
か
を

考
え
提
案
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
素

材
の
知
識
と
、
お
客
さ
ま
や
現
場
と
の

対
話
が
必
要
で
、
常
に
勉
強
し
続
け
る

環
境
で
あ
る
こ
と
が
や
り
が
い
の
一
つ

に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
店
舗
で
商
品
な
ど
を
陳
列
す
る
た
め
の
器
具

都
市
部
に
納
入
し
た
什
器
。

目
的
に
よ
っ
て
形
も
さ
ま
ざ
ま
。

①
研
究
施
設
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
什
器

②
有
名
百
貨
店
の
什
器

●❶

●❷

製
造
は
切
断・接
合・

塗
装
な
ど
といった
工

程
を一人
の
職
人
が

行
う
多
能
工
方
式
。

VOL.

せ
ば
、
学
生
当
時
は
就
職
氷
河
期
真
っ

只
中
。
将
来
に
悩
み
な
が
ら
も
、
私

は
古
里
へ
帰
る
こ
と
を
選
択
し
ま
し

た
。
な
ぜ
酒
田
に
帰
っ
た
の
か
と
言

え
ば
、
そ
れ
は
家
族
が
い
た
か
ら
。
特

に
魅
力
は
求
め
て
い
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
で
も
、
歳
月
を
重
ね
て
知
る
、

古
里
酒
田
の
魅
力
に
、
帰
っ
て
き
て

本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

特
集
登
場
の
５
人
の
方
ほ
ど
ア
ク
テ
ィ

ブ
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
私
も
負
け

ず
に
「
エ
ン
ジ
ョ
イ
酒
田
」
し
て
い

ま
す
よ
（
笑
）

　

お
正
月
、
酒
田
に
帰
省
し
て
い
る
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
懐
か
し
い

顔
と
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
、
古
里

酒
田
を
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。
帰
っ
て

来
ら
れ
な
い
方
に
は
、
今
回
の
特
集
記

事
（
取
り
外
し
可
能
で
す
）
を
送
っ
て
、

酒
田
を
思
い
出
し
て
も
ら
っ
て
く
だ

さ
い
ね
。
懐
か
し
く
な
っ
た
ら
、
帰
っ

て
き
て
も
い
い
ん
で
す
よ
（
笑
）

　

今
年
も
一
年
「
私
の
街
さ
か
た
」
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
そ
し
て
引

き
続
き
、
私
の
ひ
と
り
ご
と
に
も
お
付

き
合
い
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

広
報
広
聴
係 

大
井
正
紀

「
な
ん
だ
こ
の
赤あ

っ
げ
表
紙
は
？
」

と
驚
い
た
皆
さ
ん
、
お
騒
が
せ
し
ま

し
た
。
大
胆
な
色
使
い
に
戸
惑
っ
た

方
も
少
な
く
な
い
の
で
は
と
推
察
い

た
し
ま
す
。「
私
の
街
さ
か
た
」
１
月

１
日
号
の
特
集
記
事
は
「
酒
田
で
暮

ら
す
パ
ー
ト
２
」。
酒
田
に
移
住
し
た

５
人
の
方
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。「
酒
田
で
も
こ
ん
な
こ
と

が
で
き
る
」「
酒
田
だ
か
ら
こ
そ
楽
し

め
る
こ
と
が
あ
る
」
さ
ま
ざ
ま
な
思

い
か
ら
酒
田
を
選
び
、
テ
ン
シ
ョ
ン

高
め
に
日
々
暮
ら
し
て
い
る
様
子
を

伝
え
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
こ
ん
な

表
紙
に
な
り
ま
し
た
。
広
報
紙
は
さ

ま
ざ
ま
な
年
代
の
方
が
読
む
も
の
で

す
が
、
今
号
は
、
将
来
に
つ
い
て
考

え
る
世
代
の
方
に
ま
ず
手
に
と
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
い
つ
も
よ

り
幾
分
「
ハ
イ
カ
ラ
」
な
表
紙
・
紙

面
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

話
は
変
わ
っ
て
、
昨
年
末
。
大
学

の
同
級
生
と
再
会
す
る
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。
10
数
年
振
り
の
再
会
で
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
顔
を
見
た
瞬
間

に
心
は
20
代
に
逆
戻
り
。
大
い
に
旧

交
を
暖
め
て
き
ま
し
た
。
思
い
起
こ

編
集
長
の
ひ
と
り
ご
と
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　色が赤でまとまっており、他の作品とは質感が違う。ひとつのテーマを
３枚で掘り下げており、相乗効果が生まれている。真ん中の写真が和ら
ぎを表現しており、熟練した技を捉えている。

「本当の昭和」と「イメージの昭和」が合わさっている点が面白い。イ
メージの昭和はいつかまちの顔になるだろうと思わせてくれるし、本当
の昭和は、昔の酒田のまちの雰囲気を伝えている。

昭和の雰囲気
藤井 恵次さん（光ケ丘四丁目）

「
酒
田
の
黒
塀
」に
着
目
し
た
作
品
で
、昔
の
町
並
み
を
良
く
捉
え
て
い
る
。

モ
ノ
ク
ロ
的
で
、上
下
の
写
真
が
真
ん
中
の
格
子
の
赤
を
う
ま
く
引
き
立
て

て
い
る
。下
の
写
真
の
構
図
が
良
い
。

粋
な
黒
塗
り
の
文
化

佐
々
木 
勝
則
さ
ん（
み
ず
ほ一
丁
目
）

月見の宴
遠田 美代子さん（東大町一丁目）

　酒田の夜景の美しさに気付かされる作品。星空だけでなく、
街の灯りを撮っているのがいい。写真としても優れており、１枚
１枚が単写真でもいいほど。街の光を入れても星がきれいに
写っている。水が張られた田んぼや黄昏時の淡い光を捉えて
おり、撮る時期や時間を大切にしたことが伝わってくる。

特 選 眺海の森から 日月星
後藤 康宏さん（宮城県）

◆単写真は特選なし。

入 選

あか

問
市
長
公
室
広
報
広
聴
係 

☎
２
６-

５
７
０
６

応募者数……………82人
応募作品数………141点

菅原 恒男氏
（全酒田写真連盟会長）

土門拳記念館❖1月4日㈬～12日㈭

八幡タウンセンター❖1月14日㈯～19日㈭

ひらたタウンセンター❖1月21日㈯～26日㈭

総合文化センター❖1月28日㈯～2月1日㈬

松山城址館❖2月3日㈮～8日㈬

市役所1階❖2月中旬～（予定）

渡辺 暁雄氏
（東北公益文科大学准教授）

高橋 江里子氏
（株式会社小松写真印刷）

応募状況

審査員

入賞作品の展示

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
作
品

第
56
回 

私
の
街
さ
か
た
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　色が赤でまとまっており、他の作品とは質感が違う。ひとつのテーマを
３枚で掘り下げており、相乗効果が生まれている。真ん中の写真が和ら
ぎを表現しており、熟練した技を捉えている。

「本当の昭和」と「イメージの昭和」が合わさっている点が面白い。イ
メージの昭和はいつかまちの顔になるだろうと思わせてくれるし、本当
の昭和は、昔の酒田のまちの雰囲気を伝えている。

昭和の雰囲気
藤井 恵次さん（光ケ丘四丁目）

「
酒
田
の
黒
塀
」に
着
目
し
た
作
品
で
、昔
の
町
並
み
を
良
く
捉
え
て
い
る
。

モ
ノ
ク
ロ
的
で
、上
下
の
写
真
が
真
ん
中
の
格
子
の
赤
を
う
ま
く
引
き
立
て

て
い
る
。下
の
写
真
の
構
図
が
良
い
。

粋
な
黒
塗
り
の
文
化

佐
々
木 

勝
則
さ
ん（
み
ず
ほ一
丁
目
）

月見の宴
遠田 美代子さん（東大町一丁目）

　酒田の夜景の美しさに気付かされる作品。星空だけでなく、
街の灯りを撮っているのがいい。写真としても優れており、１枚
１枚が単写真でもいいほど。街の光を入れても星がきれいに
写っている。水が張られた田んぼや黄昏時の淡い光を捉えて
おり、撮る時期や時間を大切にしたことが伝わってくる。

特 選 眺海の森から 日月星
後藤 康宏さん（宮城県）

◆単写真は特選なし。

入 選

あか

問
市
長
公
室
広
報
広
聴
係 

☎
２
６-

５
７
０
６

応募者数……………82人
応募作品数………141点

菅原 恒男氏
（全酒田写真連盟会長）

土門拳記念館❖1月4日㈬～12日㈭

八幡タウンセンター❖1月14日㈯～19日㈭

ひらたタウンセンター❖1月21日㈯～26日㈭

総合文化センター❖1月28日㈯～2月1日㈬

松山城址館❖2月3日㈮～8日㈬

市役所1階❖2月中旬～（予定）

渡辺 暁雄氏
（東北公益文科大学准教授）

高橋 江里子氏
（株式会社小松写真印刷）

応募状況

審査員

入賞作品の展示

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
作
品

第
56
回 

私
の
街
さ
か
た
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　写真が美しい。みずみずしい子どもたちの表情がよく撮れており、黒森歌舞伎が次世代に受け
継がれる様が伝わってくる。写真ごとに人数で対比を出しており、まとめ方がうまい。

黒森歌舞伎の子どもたち
太田 町子さん（錦町五丁目）

ド キ ュ メ ン ト 賞

「これ、なんだろぉ～？」
佐藤 泰子さん（新青渡）

紫陽花の虹
髙橋 悠子さん（新堀）

あ じ さ い ビ ー ハ ッ ピ ー

Be happy♡
今野 友香さん（亀ケ崎五丁目）

　タイトルがうまい。このタイトルと作
品の雰囲気が絶妙に合っている。シ
ニカルな感じが出ており、見る側に
不思議な面白さを感じさせる。異界を
飛び抜けてユーモアになったような
感じ。

ユ ー モ ア 賞

異界
塚越 文昭さん（字内町）

新 人 賞

　同じ被写体を同じ構図で捉えたのが面白い。人を入れて
撮っているのがよく、それによって自然の大きさが感じられる。

七色に染まる
渡部 友樹さん（酒田西高校）

老舗の風景
冨樫 菜々子さん（酒田西高校）

　タイトルに反して、とても
今時な印象。この2枚を組
み合わせたところに、高校
生の感覚と個人のセンスを
感じる。表と裏を表現してお
り、簡単なようでいて計算し
た組み合わせである。

　紅葉の写真を、あえてこの
色使いで撮るのがいい。時
の流れを感じさせないトーン
で、質感もまるで絵のようだ。

　タイトルはあえてだろうか？ 目
玉のアップと犬の顔の対比が
獅子の大きさを感じさせる。楽し
みながら撮っている感じがする。

静寂
佐藤 礼偲さん

（酒田光陵高校）

赤ベコと犬
佐藤 慎一郎さん

（酒田西高校）

　子どもの動きを良く追っており、動きが感じられる作品。子どもの表情から、昔ながらの田植え体験を、
遊びと同じように楽しんでいるのが伝わってくる。真ん中は単写真でもいい。

田植えでおっとっと！
早藤 真紀子さん（東泉町二丁目）

ふ る さ と 発 見 賞

特 選ジュニアの部

入 選ジュニアの部

佳 作

山居 移ろう刻 
茂木 玲子さん

（みずほ一丁目）

舞娘茶屋・相馬樓
土井 栄美里さん

（光ケ丘一丁目）

◆ジオパーク賞は該当なし。

中町2016朝
池田 藤雄さん（一番町）
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　写真が美しい。みずみずしい子どもたちの表情がよく撮れており、黒森歌舞伎が次世代に受け
継がれる様が伝わってくる。写真ごとに人数で対比を出しており、まとめ方がうまい。

黒森歌舞伎の子どもたち
太田 町子さん（錦町五丁目）

ド キ ュ メ ン ト 賞

「これ、なんだろぉ～？」
佐藤 泰子さん（新青渡）

紫陽花の虹
髙橋 悠子さん（新堀）

あ じ さ い ビ ー ハ ッ ピ ー

Be happy♡
今野 友香さん（亀ケ崎五丁目）

　タイトルがうまい。このタイトルと作
品の雰囲気が絶妙に合っている。シ
ニカルな感じが出ており、見る側に
不思議な面白さを感じさせる。異界を
飛び抜けてユーモアになったような
感じ。

ユ ー モ ア 賞

異界
塚越 文昭さん（字内町）

新 人 賞

　同じ被写体を同じ構図で捉えたのが面白い。人を入れて
撮っているのがよく、それによって自然の大きさが感じられる。

七色に染まる
渡部 友樹さん（酒田西高校）

老舗の風景
冨樫 菜々子さん（酒田西高校）

　タイトルに反して、とても
今時な印象。この2枚を組
み合わせたところに、高校
生の感覚と個人のセンスを
感じる。表と裏を表現してお
り、簡単なようでいて計算し
た組み合わせである。

　紅葉の写真を、あえてこの
色使いで撮るのがいい。時
の流れを感じさせないトーン
で、質感もまるで絵のようだ。

　タイトルはあえてだろうか？ 目
玉のアップと犬の顔の対比が
獅子の大きさを感じさせる。楽し
みながら撮っている感じがする。

静寂
佐藤 礼偲さん

（酒田光陵高校）

赤ベコと犬
佐藤 慎一郎さん

（酒田西高校）

　子どもの動きを良く追っており、動きが感じられる作品。子どもの表情から、昔ながらの田植え体験を、
遊びと同じように楽しんでいるのが伝わってくる。真ん中は単写真でもいい。

田植えでおっとっと！
早藤 真紀子さん（東泉町二丁目）

ふ る さ と 発 見 賞

特 選ジュニアの部

入 選ジュニアの部

佳 作

山居 移ろう刻 
茂木 玲子さん

（みずほ一丁目）

舞娘茶屋・相馬樓
土井 栄美里さん

（光ケ丘一丁目）

◆ジオパーク賞は該当なし。

中町2016朝
池田 藤雄さん（一番町）
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